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一
、
昭
和
五
十
六
年
六
月
三
十
日
(
火
織
田
)
午
前
十
時

一
、
館
山
市
役
所
議
場

一
、
出
席
議
員
二
十
六
名

一

番

神

田

守

隆

二

番

石

井

四

番

横

溝

功

五

番

福

原

七

番

古

賀

礼

四

郎

八

番

石

井

九

番

松

下

正

己

一

一

番

林

一

一

一

番

栗

原

一

雄

一

三

番

近

藤

一

四

番

渡

辺

昭

夫

一

五

番

伊

藤

一

六

番

押

元

稔

一

七

番

黒

川

一

八

番

流

山

源

次

郎

一

九

番

石

井

ニ
O
番

石

井

武

敏

二

二

番

鎌

回

二

一

一

一

番

菊

井

敏

博

二

四

番

和

国

二

五

番

一

五

十

嵐

昇

二

六

番

伊

賀

二

七

番

石

井

正

二

八

番

安

海

二

九

番

安

西

益

努

一

一

一

O
香

山

口

一
、
欠
席
議
員
一
名

二

一

番

吉

田

勇

治

郎

一
、
出
席
説
明
員

第
一
号
に
同
じ

一
、
出
席
事
務
局
職
員

第
一
号
に
同
じ

一
、
議
事
日
程
(
第
玄
号
)

昭
和
五
十
六
年
六
月
三
十
日
午
前
十
時
間
議

一
義
第
三
十
七
号
館
山
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

-益輝 平 率 好
太

康 願 朗 郎 治久治郎縫豊治勤篠

畠徳多

.~‘ r崎、

日
程

A 第

f一一一一一ーノ'--一一ー←一向、
謹 謹一議一
案案 集
第 第 第
四三三
十十十
一 九e 八ー
号 号号

寸町

日
程
第
三

日
程
第
四

日
程
第
五

臼
程
第
六

諦

願

第

一

号

議
案
第
四
十
二
号

発
議
案
第
二
号

発
議
案
第
三
号

日
程
第
七

諦二:
願?

第

開

+ 

寄与生

_.;j圃

号

改
正
す
る
条
例
の
制
定
舵
つ
い
て

昭
和
五
十
六
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正

予
算
{
第
三
号
〉

鉱
山
市
越
地
原
一
号
緯
林
道
舗
装
事
業
分

担
金
徴
収
条
例
の
鵠
定
に
つ
い
て

館
山
市
都
市
計
爾
審
議
会
条
例
の
一
務
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

昭
和
五
十
六
年
度
館
山
市
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
。
〈
第
一
ふ
っ
)

鵠
願
書

工
事
請
負
契
約
の
傭
結
に
つ
い
て

専
決
処
分
事
項
の
指
定
K
つ
い
て

館
山
市
議
会
委
員
会
条
例
'
の
。
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

館
山
駅
東
西
歩
道
橋
早
期
建
設
に
関
す
る

詩
願
書

-71-

号

議

午
時
十
時
三
分
間
議

O
議
長
〈
林
、
曲
賞
君
〉
本
日
の
出
席
議
員
数
二
↓
伊
豆
名
、

d

と
れ
よ
h
y
第
二
回

市
議
会
定
例
会
第
五
日
自
の
会
議
を
開
会
し
、
直
ち
舵
本
自
の
会
議
を
開
き

ま
す
・本

日
の
議
事
は
、

b
手
も
と
に
配
付
の
日
程
表
に
よ
り
行
い
ま
す
。

議

案

の

。
議
長
(
林
魯
一
君
》

上

程

日
程
第
一
、
議
案
第
三
十
七
号
及
び
議
案
第
四
十
号



の
各
語
家
を
一
括
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
・

総
務
委
員
会
委
員
長
報
告

oa属
国
賓
〈
林
豊
君
)
た
だ
い
ま
議
題
と
念
り
ま
し
た
各
語
集
は
、
と
も
忙

去
る
六
月
二
十
三
日
の
本
会
議
v

h

b

い
て
総
務
委
員
会
K
付
託
さ
れ
た
も
の

で
あ
h
y
ま
す
。

よ
宮
て
、
と
れ
主
h
p
各
議
案
忙
対
す
る
総
務
委
員
会
v
h
h
s

け
る
審
査
の
経

過
並
び
に
結
果
に
つ
き
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

総
務
委
員
会
委
員
長
横
溝
功
君
御
霊
壇
顧
い
ま
す
。

(
総
務
委
員
会
委
員
長
横
溝
功
君
畳
壇
〉

O
総
務
餐
員
会
委
員
長
〈
横
溝
功
君
〉
去
る
六
月
二
十
三
日
開
会
の
本
会

議
k
b
き
を
し
て
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
第
三
十
七
号
及
び

讃
集
第
四
十
号
舵
つ
き
ま
し
て
は
、
六
月
二
十
四
日
委
員
会
を
開
催
し
、
各

案
件
に
つ
い
て
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
員
一
致
原
案
ど
h
x
h
y
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

次
W

件
、
審
査
の
経
過
及
び
結
果
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
第
四
十
号
昭
和
五
十
六
・
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
〈
第
三
号

)
に
つ
い
て
の
主
念
る
質
疑
応
答
は
次
の
と
h
g
h
p

で
す
。

現
在
、
正
木
処
理
場
の
余
熱
を
温
水
プ
ー
ル
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
利

用
し
て
会
る
が
、
移
転
後
舵
沿
い
て
は
余
熱
利
用
と
い
う
と
と
が
で
き
念
〈

な
る
が
、
ど
う
対
処
し
て
い
〈
か
を
尋
ね
た
と
と
ろ
、
そ
の
ま
ま
ボ
イ
ラ
ー

に
よ
ヨ
て
漣
営
し
て
い
き
た
い
。
し
か
し
燃
料
経
費
に
つ
い
て
は
十
分
検
討

し
て
み
た
い
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
え
、
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
伺
い
愛
し
た
と
と
ろ
、
新
た
に
新
設
さ
れ

る
処
理
場
K
つ
い
て
は
公
害
対
策
に
万
全
を
期
し
、
施
設
の
維
持
と
い
う
観

4・
ター"・.-

ド

ヨ

点
か
ら
、
焼
却
と
収
集
の
組
織
を
別
に
す
る
と
と
を
考
え
て
会
h
p
、
収
集
に

か
か
わ
る
事
務
所
を
ど
と
に
置
〈
か
と
い
う
と
と
も
含
め
て
検
討
中
で
る
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

念
念
、
語
案
宇
一
一
十
七
号
審
査
の
際
、
教
急
車
を
ー
タ
ク
シ
ー
が
わ
h
y
k
す
る

よ
う
念
と
と
を
間
〈
の
で
、
慎
重
念
る
配
慮
を
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
、
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
二
件
K
つ
い
て
、
総
量
伺
委
員

会
v
h
h
g

け
る
審
査
の
概
要
を
御
報
告
い
た
し
ま
し
た
が
、
満
場
の
御
賛
同
を

賜
り
ま
す
よ
う
念
願
い
い
た
し
ま
し
て
総
務
委
員
会
委
員
長
報
告
と
い
た
し

ま
す
。

O
曹
長
〈
林

島

晶

君

)

以
上
で
、
委
員
長
の
報
告
を
終
わ
り
を
す
。

委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑
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た
だ
い
ま
の
委
員
長
報
告
に
つ
い
て
御
質
袋
ど
ざ
い

。
議
長
(
林
、
長
君
)

ま
ぜ
ん
か
。

O
一
番
(
神
間
守
隆
君
)
い
ま
の
h
g

話
の
中
宅
、
一
焼
却
の
問
題
で
、
焼
却
場

の
中
で
焼
却
と
収
集
を
別
組
織
K
す
る
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
と
い
う
と
と

を
伺
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
と
れ
に
つ
い
て
さ
ら

K
突
っ
込
ん
だ
審
議
が
さ

れ
た
の
か
ど
う
か
、
と
の
点
K
つ
い
て
v
b
伺
い
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

審
議
の
内
容
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
も
う
少
し
審
譜
の
経
過
を
具
体
的
K
御
説

明
願
い
ま
す
。

O
総
務
委
員
会
委
員
長
〈
横
溝
功
意
)
た
だ
い
?
を
郵
報
告
申
し
上
げ
を
し

た
L
L
b
h
v
v件
、
跡
地
の
利
用
に
つ
き
ま
し
て
ど
の
よ
ラ

K
す
る
の
か
と
当
局

K
聞
き
を
し
た
と
と
ろ
、
焼
却
と
収
集
の
組
織
を
別
に
す
る
と
、
と
れ
は
公

害
対
策
上
必
要
念
ん
だ
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
し
た
。
民
事
務
所
の
ζ

と
も

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
念
い
の
で
、
-
臨
地
に
つ
い
て
は
白
下
検
討
中
で
あ
る

由』戸、-、
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&
、
と
ラ
い
う
よ
う
念
と
と
で
ど
ざ
い
ま
、
し
た
。

O
議
長
〈
林
豊
君
)
他
に
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か

e
e
l
-
御
質
疑
念
し

と
罷
め
ま
す
。

主
っ
て
、
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

討

論

ぴ
曹
長
八
一
林
豊
君
V

と
れ
よ
h
y
討
論
vh
入
り
を
す
・
ー

・
通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
聖
書
を
許
し
を
す
。

一
番
醸
員
神
岡
守
陣
橿
君
御
畳
壇
願
い
ま
す
・

(
一
番
聾
員
神
田
守
隆
君
登
壇
)

4
0
一
番
(
神
田
守
歯
槽
君
)
私
は
、
韓
案
の
第
三
十
七
号
館
山
市
国
民
健
康
保

験
説
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
反
対
の
討
論
を
行
い

ま
す
。昭

和
五
十
五
年
度
の
国
民
健
康
保
険
会
計
の
差
し
引
き
残
金
は
一
億
一
千

四
百
万
円
で
あ
り
ま
す
が
、
と
れ
を
保
険
説
の
緩
滅
の
原
賓
と
す
れ
ば
、
値

上
げ
幅
は
約
五
d
p
程
度
に
押
え
ら
れ
る
と
、
当
局
の
答
弁
の
と

-H
り
で
あ
b

ま
す
。
四
千
芳
円
を
基
金
に
操
h
y
入
れ
る
そ
れ
が
た
め
に
一
一
¢
も
の
保
険

税
の
大
幅
な
引
き
上
げ
を
認
め
ざ
る
を
得
念
い
よ
う
な
何
の
合
理
性
も
あ
り

ま
せ
ん
。
医
療
費
の
改
定
分
は
わ
ず
か
一
ニ
¢
程
度
で
あ
り
、

ζ

の
大
幅
念
値

上
げ
は
結
局
基
金
へ
の
繰
り
入
れ
に
主
る
と
と
ろ
が
大
き
い
の
で
あ
り
ま
す
@

私
は
国
保
視
が
市
民
に
と
っ
て
大
変
に
大
き
念
負
担
に
念
っ
て
い
る
現
在
、

国
保
会
計
の
剰
余
金
は
金
額
税
の
軽
減
K
振
り
向
け
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。さ

ら
に
、

本
来
加
入
者
が
負
担
す
る
理
由
の
な
い
事
務
費
超
過
負
担
分
に

つ
い
て
、
固
に
そ
の
解
滑
を
強
〈
働
き
か
け
る
と
と
も

K
当
面
、
一
般
会
計

+ 

~--"""IIIiíI 

判

(

か
ら
の
繰
り
入
れ
を
し
て
説
の
軽
減
K
努
力
す
べ
き
と
と
を
主
張
し
、
反
対

討
論
と
い
た
し
ま
す
。

O
語
長
〈
林
豊
君
〉
以
上
で
、
一
番
議
員
君
の
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。

以
上
で
、
通
告
者
に
よ
る
討
論
を
終
わ

b
ま
す
。

通
告
を
し
念
い
議
員
で
酎
論
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
-
，
.
一
[
・
討
論
念
し
と
認

め
ま
す
。

以
上
で
、
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

採

決

と
れ
よ
り
探
決
い
た
，
し
ま
す
。
接
決
は
分
割
し
て
行

O
曹
長
(
林
、
豊
君
〉

い
ま
す
。

ま
ず
、
議
案
第
三
十
七
号
に
つ
い
て
起
立
に
主
h
y
採
決
い
え
し
を
す
.

議
案
第
三
十
七
号
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
り
ま
す
.

議
案
第
三
十
七
号
を
委
員
長
の
報
告
ど

b
p可
決
す
る
と
と
に
賛
成
の
諸
君

の
起
立
を
求
め
ま
す
.

〈
賛
成
者
起
立
)

O
議
長
ハ
林
豊
君
〉
起
立
多
数
で
あ
り
を
す
o
I
ョ
て
、
議
案
第
一
一
一
十
七

号
館
山
市
国
民
健
康
保
険
韓
条
例
の
一
郵
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
は
原
案
ど

b
p可
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
議
案
第
四
十
号
に
つ
い
て
採
決
い
え
し
ま
す
・

-
!
議
案
第
四
十
号
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
り
を
す
・

:
議
案
、
第
四
す
号
を
委
員
長
の
報
告
E
b
h
y
可
決
す
る
と
と
K
御
異
議
ー
あ
り
ま

せ
ん
か
P

-75-

(
『
異
議
恋
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〉

O
讃
長
〈
林
豊
君
〉
御
昼
間
書
な
し
と
認
め
を
す
。



よ
宮
て
、
議
案
第
四
十
号
昭
和
五
十
六
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算

は
原
案
ど
h
g
p
可
決
さ
れ
を
し
た
。

議

の

上

程

案

O
議
長
〈
林
豊
君
〉
臼
程
第
二
、
議
案
第
三
十
八
号
、
議
案
第
三
十
丸
号

及
び
議
案
第
四
十
一
号
の
各
議
案
を
一
括
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
.

建
設
経
溝
委
員
会
委
員
長
報
告

。
謀
長
〈
林
豊
君
)
た
だ
い
ま
欝
題
と
念
り
ま
し
た
各
議
案
は
、
と
も
に

去
る
六
月
二
十
三
日
の
本
会
議
に
沿
い
て
建
設
経
済
委
員
会

K
付
託
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

主
っ
て
、
と
れ
よ
h
y
各
議
案
K
対
す
る
建
設
経
済
委
員
会
k
b
け
る
審
査

の
経
過
並
び
に
結
果
K
っ
き
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

建
設
経
済
委
員
会
委
員
長
石
井
謀
君
御
登
壇
願
い
ま
す
。

(
建
設
経
済
委
員
会
委
員
長
石
井
謀
君
登
壇
)

O
建
設
経
済
蓑
員
会
委
員
長
〈
石
井
稼
君
〉
去
る
六
月
二
十
三
日
開
会
の

本
会
議
k
h
g
き
ま
し
て
建
設
経
緯
例
委
員
会
舵
付
託
さ
れ
ま
し
た
一
般
議
案
二

件
、
・
補
正
予
算
一
件
に
つ
き
・
ま
し
て
、
六
月
二
十
四
日
建
設
経
済
委
員
会
を

招
集
し
、
各
議
案
の
審
査
を
行
い
き
し
た
。
そ
の
経
過
滋
び
に
結
果
に
つ
い

て
御
報
告
由
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
議
案
の
慎
重
な
審
査
の
結
果
に
つ
希
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
全
員
原

案
ど

h
s
p
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

次
w
札
、
審
査
の
経
過

K
つ
い
て
主
念
事
項
を
由
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
第
四
十
一
号
昭
和
五
十
六
年
度
館
山
市
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
第
一
号

K
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
ど
み
処
理
場
建
設
用
地
の
選
定
に
つ

み -， t 、

}・ 4
箪

¥ 

い
て
関
係
地
区
住
民
の
同
意
条
件
を
充
足
す
る
た
め
の
工
事
費
及
び
加
入
者

分
担
金
等
を
市
が
負
担
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
h
y
ま
す
が
、
今
後
給
水
装

置
事
業
費
及
び
加
入
者
分
担
金
を
布
で
負
担
す
る
と
と
が
あ
る
か
ど
う
か
の

質
問
し
た
と
と
ろ
、
今
回
は
協
定
を
結
ん
だ
時
点
の
戸
数
が
対
象
で
、
今
後

に
つ
い
て
は
そ
う
い
う
扱
い
を
し
念
い
と
い
う
と
と
で
了
解
舵
遣
し
て
い
る

か
ら
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
、
建
設
経
演
委
員
会
に
付
託
さ
れ
を
し
た
議
案
に
つ
い
て
本
委
員
会

の
審
査
の
概
要
を
御
報
告
申

t
上
げ
ま
し
た
。

満
場
の
御
賛
同
を
賜
り
ま
す
よ
う
念
願
い
出
申
し
上
げ
ま
し
て
、
建
設
経
梼

要
員
長
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

O
議
長
(
林
豊
君
〉
以
上
で
、
委
員
長
の
報
告
を
終
わ

P
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
委
員
長
報
告
舵
つ
い
て
御
質
疑
ど
ざ
い
を
せ
ん
か
@
l
i
御

質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
、
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

と
れ
よ

b
討
論
に
入
り
ま
す
.

通
告
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
討
論
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

1
1
討
論
念

し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
、
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。
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採

決

豊
君
)

乙
れ
よ
り
探
品
拭
い
た
し
ま
す
。
採
決
ほ
一
括
し
て
行

O
議
長
〈
林

い
ま
す
.

議
案
第
三
十
八
号
、
議
案
第
三
十
九
号
及
び
議
案
第
四
十
一
号
に
つ
い
て

委
負
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ

P
ま
す
。
各
議
案
を
委
員
長
の
報
告
ど
b

h
p

可
決
す
る
と
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ノ m

--'"一、-""町、、



+、

外

一品¥

ハ
「
異
譜
念
し
」
と
呼
ぶ
者
a
e
p
v

O
曹
長
〈
林
豊
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
ョ
て
、
議
案
第
三
十

八
号
、
議
案
第
一
一
一
十
九
号
及
び
議
案
第
四
十
一
号
の
各
議
案
は
い
ず
れ
も
原

案
ど
b
h
y
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

請

願

書

上

の

程

。
謹
巨
漢
〈
林

を
す
。

豊
君

'-
日
程
第
一
二
、
精
顕
第
一
号
請
願
書
を
議
題
と
い
た
し

総
務
委
員
会
委
員
長
報
告

O
議
長
〈
林
豊
君
)
た
だ
い
ま
議
題
と
な
h
y
ま
し
た
積
願
書
は
、
去
る
六

月
二
十
三
日
の
本
会
議
K
沿
い
て
総
務
委
員
会
K
付
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
り

注
す
.

よ
4
J

て
、
と
れ
よ
ho
牢
請
願
に
対
す
る
総
務
委
員
会
k
b
け
る
審
査
の
経

過
並
び
V
R

結
果
K
っ
き
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

総
務
委
員
会
委
員
長
横
溝
功
君
御
霊
壇
願
い
ま
す
。

〈
総
務
委
員
会
委
員
長
横
溝
功
君
登
壇
〉

O
総
務
委
員
会
委
員
長
(
横
溝
功
君
〉
去
る
六
月
二
十
三
日
開
会
の
本
会

議
k
b
き
ま
し
て
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
諦
厩
願
書
の
審
査
の
経
過

及
び
結
果

κっ
き
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
.

諦
巌
第
一
号
に
つ
き
ま
し
て
は
審
査
の
結
果
、
願
意
を
妥
当
と
認
め
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

念
舵
と
ぞ
、
満
場
の
御
品
質
問
を
鶴
り
ま
す
よ
う
念
願
い
い
允
し
ま
し
て
、

総
務
委
員
会
養
員
長
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
.

O
曹
長
〈
林
豊
君
〉
以
上
で
、
委
員
長
の
報
告
を
終
-P
ま
す
。

七

、

:
 

%
へ

た
だ
い
を
の
委
員
長
報
告
↓
に
つ
い
て
御
賓
寮
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

i
i
御

質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
、
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
.

と
れ
よ

P
討
論
K
入
り
ま
す
。

通
告
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
討
論
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

l
l
討
輪
念

し
と
認
め
ま
す
・

よ
っ
て
、
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

2
.
、J

K
吉
弘
『
旬
、

決

O
議
長
〈
林
豊
君
)
と
れ
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

請
願
第
一
号
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
採
択
で
あ
り
ま
す
.

諦
願
第
一
号
を
委
員
長
の
報
告
ど
b
h
p
祭
択
と
決
し
会
す
と
と
に
御
異
語

4
e
h
y
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
恋
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〉

O
議
長
〈
林
豊
窓
〉
銅
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
輔
顕
第
一
号

は
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
・

採

の

遁

F

2

0
語
長
〈
林
豊
君
〉

A
W

蕗
歩
い
た
し
ま
す
.

た
だ
い
さ
採
択
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
諦
願
第
一
号
舵
付
帯
し
て
、
発
撞
集

第
一
号
郵
便
貯
金
金
制
決
定
方
式
の
存
続
伊
私
闘
す
る
意
克
書
案
が
姐
健
一
泊
さ
れ

告

示

し

た

。

'

ゅ

よ

-

F

h

M

d

ζ

の
際
、
と
れ
を
日
程
K
追
加
し
、
議
題
と
い
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
.

と
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
}

日

程

加

、、

+ 
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O
議
長
(
林
豊
君
)
御
異
議
念
し
と
留
め
ま
す
.

K
追
加
し
、
議
題
と
す
る
と
と
に
決
し
ま
し
た
・

よ
ョ
て
、

本
案
を
日
程

議

実

の

上

檀

O
欝
長
(
林
豊
君
)
発
鶴
案
第
一
号
郵
便
貯
金
金
利
決
定
方
式
の
存
続
K

関
ナ
る
意
見
書
案
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

陸
案
を
配
付
い
た
さ
せ
ま
す
e

(
語
集
配
付
〉

O
議
長
(
林
豊
君
)
配
付
漏
れ
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

1
1
配
付
漏
れ
念

し
と
罷
め
ま
す
。

議
案
の
朗
読
を
願
い
を
す
。

(
議
案
甥
競
)

O
議
長
(
林
長
君
)
朗
読
は
終
わ
り
ま
し
た
。

" 

議

案

の

内

容

説

明

O
議

長

(

林

長

君
U

守
議
案
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

(
四
番
議
員
横
溝
功
君
登
壇
〉

。
四
番
〈
横
溝
功
君
〉
発
譲
集
第
一
号
郵
便
貯
金
金
剰
決
定
方
式
の
存
続

に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て
提
案
理
由
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

本
案
は
先
ほ
ど
採
択
さ
れ
ま
し
た
諦
願
書
に
関
速
い
え
し
を
し
て
提
出
い

た
し
た
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

御
承
知
の
と
h
s
h
y
、
郵
便
貯
金
の
金
剰
に
つ
き
ま
し
て
は
、
郵
政
審
議
会

の
答
申
を
受
け
て
決
定
さ
い
泊
、
民
間
金
融
機
周
の
金
利
決
定
と
は
異
去
る
扱

い
と
な
っ
て

b

p
ま
す
が
、
今
年
一
月
設
置
さ
れ
ま
し
た
金
融
の
分
野
k
b

け
る
官
業
の
あ
り
方
に
闘
す
る
懇
談
会
等
で
郵
便
貯
金
制
度
K
っ
き
種
々
検

， -， 
_.>-~~ 

ト・

ヨ

討
さ
れ
て
b
h
y
ま
す
中
で
、
金
利
の
一
元
化
の
動
き
が
伝
え
ら
れ
て
b
h
y
を

す

.

ザ

一

一

~ζ

れ
が
実
摘
さ
れ
ま
す
と
、
国
民
一
般
の
貯
金
意
歓
を
減
退
さ
せ
る
ば
か

り
で
念
〈
、
金
利
決
定
綻
あ
た
っ
て
積
金
者
の
声
が
反
映
さ
れ
念
〈
在
る
b

そ
れ
も
あ
h
p

ま
す
。

以
上
、
申
し
述
べ
ま
し
た
と
と
か
ら
、
と
の
際
、
現
行
の
郵
便
貯
金
金
利

決
定
方
式
の
存
続
を
関
係
機
関
舵
要
望
い
た
し
た
〈
、

h
g
手
も
と
に
配
付
い

た
し
ま
し
た
と
b

p
七
名
の
賛
成
者
を
得
ま
し
て
本
案
を
提
出
し
た
次
第
で

ど
ざ
い
ま
す
。

な
K
と
ぞ
、
満
場
の
榔
賛
同
を
腸
り
ま
す
よ
う
会
顧
い
い
え
し
ま
し
て
、

提
案
理
由
の
説
明
と
い
た
し
ま
す
。

O
讃
長
(
林
豊
君
)
説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。

御
質
疑
を
願
い
嘩

at---御
質
疑
念
し
と
留
め
ま
す
.

委

員

会

付

託

窃

省

略
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O
謀
長
(
林
豊
君

)

b

諮
h
y
い
え
し
ま
す
。

本
案
舵
つ
い
て
は
委
員
会
の
付
艶
並
び
に
討
論
省
略
直
ち
に
採
決
す
る
と

と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
.

〈
「
aH
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
・
長
ハ
林
盛
君
〉
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

採

、

決

O
議

長

〈

林

豊

君

〉

と

れ

よ

り

採

決

い

た

し

ま

す

。

本
案
を
原
家
主
h
s
h
y
可
決
す
る
と
正
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
・

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
4e
・9
〉

よ
っ
て
、

~ _-
-~ ""ー、、



4 

P 

官~，

O
議
長
〈
林
豊
君
)
郵
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
主
っ
て
、
本
案
は
原
案

ど
b
h
y
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議

実

上

の

程

O
議
長
〈
林
豊
君
)
日
程
第
四
、
語
集
第
四
十
二
号
工
事
請
負
契
約
の
締

結
K
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
.

議
案
の
甥
慨
を
願
い
ま
す
。

〈
議
案
朗
読
〉

O
語
長
(
林
豊
君
)
朗
読
は
終
わ
り
ま
し
た
。

議

案

の

内

容

説

明

O
議
長
(
林
一
豊
君
)
議
案
の
説
明
を
求
め
ま
す
@

〈
市
長
半
湾
良
一
一
定
畳
壇
)

O
市
長
(
半
湾
良
一
意
〉
議
案
第
四
十
二
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
提
案
理
由
の
説
明
を
申

L
上
げ
ま
す
。

館
山
市
立
博
物
館
会
館
建
設
工
事
に
か
か
わ
る
指
名
競
争
入
札
k
b
い
て

落
札
に
護
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
入
札
を
し
た
者

か
ら
見
積
書
を
徴
し
た
結
果
、
一
億
七
千
七
百
五
十
万
円
を
も
っ
て
株
式
会

社
青
木
建
設
東
京
支
底
と
随
意
契
約
に
よ
り
工
事
請
負
契
約
の
蹄
結
を
し
よ

ラ
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ー

工
事
内
容
と
い
た
し

4
Z
L
て
は
、
既
存
の
展
望
台
を
取
り
援
し
展
示
室
、

事
務
室
、
玄
関
ホ
ー
ル
等
を
備
え
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ
〈

P
一
一
一
層
内
部
三

四
階
建
て
延
べ
面
積
四
百
九
十
二
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
天
守
閣
謹
の
博
物

館
分
館
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
工
期
を
翌
年
三
月
二
十
五
日
ま
で

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

..， 

ーー

一 温...  

高圏 、

，，-も

，
同
館
位
、
畢
見
氏
に
関
す
ゐ
資
料
を
中
心
と
し
て
接
一
示
す
る
と
と
も

K
、

建
造
物
自
体
を
歴
史
的
色
資
料
と
じ
て
活
用
L
、
本
布
の
歴
史
や
文
化

K
触

れ
る
と
と
の
で
き
る
施
設
と
し
て
を
い
り
た
い
と
考
え
て
会

P
ま
す
。

よ
ろ
し
〈
御
審
議
の
ほ
ど
念
願
い
由
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
、
提
案
理
由
を
終
わ
b
d
ま
す
。

O
議
長
〈
林
輩
君
〉
説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
・

質

疑

答、

応

O
議
長
(
林
豊
窓
)
御
質
疑
を
扇
風
い
ま
す
.

O
二

O
番
〈
石
井
武
敏
君
)
議
案
の
四
十
二
号
で
ど
'
ざ
い
ま
す
が
、

ζ

の
工

事
請
負
契
約
の
締
結
、
と
の
工
事
の
内
容
は
非
常
食
、
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
御
質
問
し
た
い
と
患
い
ま
す
が
ブ
之
の
事
業
は
、
御
承

知
の
よ
う
に
市
民
も
非
常
忙
期
待
を
し
て
い
る
事
業
で
ど
ざ
い
ま
す
.
非
常

に
完
成
す
る
の
を
心
待
ち

K
し
て
い
る
と
い
う
事
業
で
ど
ざ
い
を
す

L
、
市

の
健
か
ら
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
期
待
佼
と
た
え
て
布
民
宿
意
見
を
広
〈
集

め
て
、
総
事
患
を
集
め
て
つ
〈
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
方
向
指
問
、
υ

そ
う
い
う
意

欲
が
前
々
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
し
て
引
と
の
種
の
建
造
物

が
非
常
に
当
市
k
b
き
ま
し
で
も
少
念
い
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
.

い
わ
ゆ
る
、

ζ

の
館
山
市
立
博
物
館
分
館
が
、
御
説
明
K
あ
り
ま
し
た
よ

う
W

件
、
闘
車
見
氏
の
資
料
品
E

展
示
し
た
り
)
歴
史
的
念
事
実
を
た
ど
っ
た
建
造

物
を
つ
〈
る
.
そ
う
い
う
よ
う
在
社
会
教
育
的
な
意
味
も
あ
り
を
す
し
、
ま

た
観
光
的
な
意
味
も
含
ま
れ
を
す
。
と
う
い
う
よ
う
忙
非
常
に
重
要
念
希
少

価
値
と
雪
わ
れ
る
よ
う
な
建
造
物
宅
あ
る
と
私
は
思
ラ
わ
け
で
ど
ざ
い
を
す
。

な
b
、
ζ

の
大
事
念
事
柄
で
あ
り
ま
す
の
で
、
た
だ
い
ま
の
御
説
明
に
関
し

を
し
て
も
う
少
し
明
ら
か

K
し
て
沿
い
て
い
た
だ
き
た
円
い
と
い
う
点
が
何
点

-n-



、， .'. 

か
ど
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
第
一
点
は
、
今
回
の
務
札
で
工
事
が
で
き
る
節
分
の
範
囲
を
、
た
と

え
ば
内
装
、
外
装
、
と
れ
は
も
ち
ろ
ん
締
結
を
し
ま
し
て
県
の
補
助
等
あ
る

と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
回
の
と
の
工
事
の
締
結
K
よ
っ
て
内
装
、
外
装

全
部
と
れ
で
で
き
て
し
ま
う
の
か
ど
う
か
、
御
説
明
を
hx
願
い
し
た
い
と
患

い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
非
常
化
特
殊
念
設
計
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
い
わ
ゆ
る
時
代

P

的
な
考
涯
は
藤
原
先
生
で
す
か
、
が
や
っ
て
会
ら
れ
る
と
い
う
よ
う

K
私
は

聞
い
て
h
g
h
y
ま
す
が
‘
そ
の
設
計
を
す
る
人
と
設
計
を
す
る
会
社
で
す
ね
。

設
計
は
だ
れ
が
す
る
の
か
、
時
代
考
証
を
す
る
方
、
と
の
時
代
考
証
を
さ
れ

た
も
の
が
そ
の
ま
ま
設
計
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
念
い
わ
け
で
ど
ざ
い

ま
す
。
そ
の
へ
ん
の
関
係
を
明
ら
か
托
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
、

ζ

の
建
設
を
し
ま
す
青
木
建
設
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
非

常
舵
市
の
大
事
念
工
事
を
請
け
負
わ
せ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
と
の

青
木
建
設
は
ど
う
い
う
よ
う
な
会
社
念
の
か
、
も
う
少
し
明
ら
か

K
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
.
た
と
え
ば
資
本
金
で
あ
る
と
か
、
実
績
と
し
て

は
た
し
か
京
都
の
伏
見
城
で
す
か
を
連
設
を
し
た
と
い
う
よ
う

K
承
っ
て
b

p
ま
す
が
、
も
う
少
し
青
木
建
設
に
つ
き
ま
し
て
明
ら
か
忙
し
て
い
た
だ
き

允
い
と
思
う
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
@
資
本
金
と
か
。

以
上
で
ど
ざ
い
ま
す
。

O
教
育
長
(
安
田
坐
作
君
)

h

g

答
え
い
た
し
ま
す
.

第
一
点
は
、
今
回
の
入
札
と
い
い
ま
す
か
、
依
頼
に
よ
っ
て
全
部
で
き
る

の
か
と
い
ラ
と
と
で
す
が
、
建
物
は
金
鶴
内
装
、
外
装
一
切
で
き
を
す
。

そ
れ
か
ら
、
設
計
に
つ
い
て
は
、
時
代
一
考
証
は
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授

の
藤
開
通
夫
、
と
の
設
計
に
あ
た
っ
て
は
藤
問
先
生
が
顧
問
を
し
て
な
り
ま

< . 

. 
一-J 
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日

す
構
造
建
設
設
計
事
務
所
が
設
計
い
た
し
ま
し
た
.

。
総
務
部
長
(
布
図
雄
一
一
表
)
質
問
の
第
三
点
で
ど
ざ
い
ま
す
落
札
業
者
で

ど
ざ
い
ま
し
た
青
木
建
設
の
会
社
概
要
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
本
社
は
大
阪

K

ど
ざ
い
ま
し
て
‘
大
阪
市
大
淀
区
大
淀
南
町
作
あ
る
か
け
で

.aぎ
い
宮
，

r説

表
取
締
役
校
長
が
脊
木
宏
悦
、
資
本
金
の
関
係
で
ど
ざ
い
・
を
す
け
れ

ει
官、

五
十
八
億
八
千
三
百
八
士
六
万
二
千
円
、
そ
れ
か
ら
職
員
の
数
で
ど
ざ
M
P

ま

す
が
?
二
千
七
百
四
十
人
が
り
を
し
て
、
う
ち
按
術
職
員
が
千
ヱ
百
六
十
人

完
成
工
事
高
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
千
二
百
六
十
億
で
ご
ざ
い
ま
す
。

O

ニO
番
(
石
井
武
敏
君
)
た
だ
い
ま
御
答
弁
い
た
だ
き
ま
し
て
、
雑
ば
〈

理
解
で
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
時
代
考
証
の
先
生
の
名
前
は
議
問
先
生
と
い

う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
私
の
方
で
間
違
え
て
hx
多
言
し
て
、

ζ

と
K
説

明
の
あ
h
y
ま
す
三
鷹
四
階
建
て
と
い
う
で
す
ね
、
と
れ
は
非
常
舵
重
要
念
と

と
だ
と
私
は
思
う
ん
で
す
.
と
い
う
の
は
、
一
つ
は
天
守
閣
で
あ
り
ま
す
し

い
ま
全
で
の
展
望
台
を
取
り
櫨
慣
し
て
そ
と
に
つ
〈
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の

で
、
そ
の
地
理
的
念
も
の
、
環
境
的
な
よ
さ
が
そ
と
に
生
か
さ
れ
て
と
念
け

れ
ば
念
ら
念
い
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
患
い
ま
す
の
で
、
た
と
え
ば
一
一
一
周
囲
階

建
て
、
た
と
え
ば
四
階
建
て
と
い
い
ま
す
と
、
一
階
、
二
階
、
三
階
、
四
階

と
、
と
う
あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
と
れ
は
た
と
え
ば
一
階
か
ら
も
、
二
階

か
ら
も
、
=
一
階
か
ら
も
、
四
階
か
ら
も
四
方
の
景
色
が
見
え
る
機
造
舵
念
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
、
ど
う
で

L
Z
う
か
。
そ
の
へ
ん
を
明
ら
か
に
し
て
い

-78-

た
だ
き
た
い
と
思
う
わ
け
で
す
。

と
い
う
の
は
、
や
は
り
天
守
閣
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
周
h
p
の
形
、
時

代
考
証
の
学
術
的
念
意
味
を
持
つ
、
周
り
か
ら
見
て
価
値
の
あ
る
も
の
で
す
・

そ
れ
が
最
も
あ
h
y
ま
す
。
し
か
し
と
の
場
合
は
学
術
的
念
意
味
の
も
の
、
社

会
教
育
的
の
意
味
の
も
の
の
ほ
か

K
観
光
的
な
意
味
の
も
の
も
私
は
要
素
と

。，包
J・，.;;/'.
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し
て
含
ま
れ
る
と
思
う
ん
で
す
と
の
分
館
に
は
。
そ
と
で
か
尋
ね
し
て
い
る

ん
で
す
.
ひ
と
つ
そ
の
点
を
明
ら
か
忙
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
・

ぞ
れ
か
ら
、
と
の
工
事
K
お
き
ま
し
て
は
、
市
内
の
業
者
が
下
請
と
し
て

郵
分
的
に
請
け
負
う
節
分
が
具
体
的
に
山
山
て
き
て
い
る
で
し

z
う
か
.
・
た
と

え
ば
、
と
う
い
う
大
事
念
事
業
で
ど
ざ
い
ま
す
む
で
一
、
工
事
の
あ
り
方
に
つ

き
ま
し
て
も
、
当
局
と
し
て
は
も
う
少
し
と
う
い
ラ
ζ

と
が
あ
れ
ば
や
は

P

具
体
的

k
gを
通
し
た
h
F
、
績
撞
を
し
た
h
p

す
る
必
要
が
あ
る
ん
じ
宇
設
い

か
と
い
う
ふ
ラ
舵
患
い
ま
す
の
で
、
そ
の
点
を
ひ
と
つ
明
ら
か
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
ξ
思
い
を
す
.

。
教
事
問
宙
実
」
(
安
田
量
作
君
)
一
階
、
二
階
、
=
一
階
、
四
階
み
ん
念
腐
り
の
景

係
長
見
え
る
か
と
い
う
よ
う
念
と
と
で
す
が
、
一
階
、
二
階
は
窓
は
あ
り
ま

す
が
、
展
望
と
し
て
は
四
階
が
四
方
が
展
望
が
で
き
る
よ
う
舵
念
っ
て
ι
s
h
y

-aす。
そ
れ
か
ら
一
一
一
階
に
つ
い
て
は
、
突
は
三
構
舵
走
り
を
す
け
れ
ど
も
、

ζ
ζ

に
い
わ
ゆ
る
大
屋
根
と
い
う
鹿
糠
が
腐
り
じ
噛
ラ
脅
~
ま
す
の
で
、
一
一
一
憎

か
ら
は
展
望
は
で
き
念
い
.
だ
か
ら
機
械
室
忙
し
よ
う
・
と
う
い
う
針
麗
忙

な
っ
て
か
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
二
階
、
二
階
は
展
望
室
と
い
う
よ
h
y

も
、
と

と
に
は
展
示
h
y
l
ス
を
置
い
て
い
ろ
い
ろ
の
も
の
を
展
示
し
た
い
。
と
う
い

う
計
画
を
持
ョ
て
h
s
h
y
-
志す。

。
総
務
曲
曹
長
(
石
因
縁
一
意
〉
，
二
番
目
の
質
問
で
ど
ざ
い
ま
す
部
分
下
請
の

e

蘭
係
で
ど
ざ
い
を
ナ
け
れ
ど
も
、
一
応
本
語
会
で
議
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た

以
降
k
h
t
き
ま
し
て
、
担
当
で
ど
ざ
い
を
す
博
物
館
準
備
室
と
業
者
と
の
間

k
b
き
会
し
て
具
体
的
な
工
事
の
進
行
上
の
打
ち
合
わ
せ
が
あ
る
わ
け
で
ど

，
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
応
契
約
の
中
に
部
分
下
請
を
し
て
い
〈
と
い
う
段

‘
J

措
で
は
当
橋
市
長
宛
K
い
た
し
を
す
連
絡
が
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
具
体
的
に

は
そ
の
段
階
で
煮
詰
ま
.
ョ
て
い
〈
も
の
と
考
え
ま
す
。

+ 
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O
二

O
番
{
石
井
武
敏
君
〉
た
だ
い
ま
御
答
弁
い
た
だ
き
ま
し
た
.
そ
れ
で

で
す
ね
、
た
と
え
ば
コ
一
層
四
階
建
て
、
と
の
御
説
明
で
は
、
す
な
わ
ち
一
階

二
階
は
感
が
あ
る
か
ら
鳳
り
が
見
え
る
・
一
一
一
階
拡
屋
根
で
金
〈
周
り
が
見
え

老
い
。
だ
か
ら
機
械
室
に
し
た
ん
だ
と
い
う
と
と
念
ん
で
す
が
、
と
の
へ
ん

の
考
え
方
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
は
金
〈
一
一
一
階
が
周
り
か
ら
閉
ざ
さ
れ
て

し
ま
う
よ
う
念
構
造
念
ん
で
す
か
。

た
と
え
ば
、
と
う
い
う
考
え
方
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
や
は
h
F
機
械

室
と
言
え
ば
相
当
ま
機
械
も
入
れ
る
と
思
ラ
ん
で
す
が
、
念
ん
か
三
階
に
機

械
を
置
〈
と
い
う
の
は
非
常

K
展
示
上
あ
る
い
は
一
構
造
を
、
効
率
的
忙
趨
造

物
を
活
用
す
る
と
い
う
意
味
か
ら
非
常
に
も
っ
た
い
念
い
主
ラ
念
。
も
宮
と

ほ
か
の
考
え
方
が
、
た
と
え
ば
地
下
に
機
楊
窓
を
つ
〈
る
、
あ
と
の
一
階
か

ら
四
階
ま
で
を
全
部
生
か
し
て
活
用
す
る
と
か
い
う
と
と
が
考
え
ら
れ
念
か
守

っ
た
の
か
な
と
い
う
よ
う

K
直
感
す
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
へ
ん

を
も
う
少
し
明
ら
か

K
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
.

そ
う
い
う
検
討
が
念
さ
れ
た
か
ど
う
か
と
い
う
と
と
.

ぞ
れ
か
ら
、
と
う
い
っ
た
特
殊
念
建
造
物
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
非
常
に

工
事
が
進
ん
で
い
〈
技
術
的
念
整
理
と
い
う
も
の
、
と
れ
は
非
常
に
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
工
事
の
工
程
が
進
ん
で
い
〈
技
術
的
な
監
理
能
力
と
れ
は
一

体
ど
う
い
う
時
点
で
や
っ
て
い
〈
か
、
工
事
が
技
術
的

K
進
ん
で
い
〈
段
階

k
b
き
ま
し
て
や
は
h
y
確
認
を
と
っ
て
》
か
念
け
れ
ば
い
け
な
い
。
発
注
を

し
ま
し
た
、
で
き
上
タ
ま
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
、
そ
の
中
間
が
ど
の
よ
う

舵
進
ん
で
い
〈
か
と
い
う
と
と
が
非
常

K
大
事
だ
と
患
い
ま
す
の
で
、
そ
の

へ
ん
の
監
理
能
力
に
つ
い
て

E
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
会
ら
れ
る
か
、
一
を
た

ど
う
い
う
ふ
う
に
さ
れ
て
い
〈
の
か
を
も
う
少
し
回
明
ら
か
舵
し
て
い
た
だ
き

た
悼
と
患
う
わ
け
で
ど
き
い
ま
歩
。

ー 宵ー



以
上
の
点
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ

εも
、
ひ
と
つ
大
事
念
事
業
で
あ
る
し
、

非
常
に
市
民
も
期
待
.
を
か
け
て
い
る
し
、
京
叩
も
意
欲
的
舵
取
り
組
ん
で
い
る

工
事
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
主
事
の
万
全
を
期
し
て

T

事
故
の
念
い
よ
う
に
、

そ
し
て
希
望
ど
b
b
Jの
も
の
が
で
ち
る
よ
う
に
私
も
析
h
y
ま
す
が
、
以
上
の

点
い
ま
少
し
明
ら
か
舵
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
患
い
ま
す
6

O
数
育
長
〈
安
田
豊
批
判
霊
}
一
一
一
揮
を
機
械
室
忙
し
て
も
っ
た
い
念
い
ん
で
は

な
い
か
と
い
う
と
七
で
ど
ざ
い
を
す
が
、
私

E
t
yも
そ
宵
I
U
K

グ
考
え
穿
も
ち

主
っ
と
し
ま
し
た
け
れ
ど
治
、
さ
っ
き
+m長
か
ら
申
L
上
げ
を
し
た
よ
a
J
R

と
の
A
M
鎗
の
型
式
は
、
援
は
天
正
期
の
毛
デ
ル
的
念
天
守
閣
の
援
を
と
る
と

い
う
と
と
に
を
・
9
ま
す
と
、
藤
盛
岡
先
生
の
考
証
K
之
り
ま
す
と
、
)
龍
、
二

階
は
同
じ
広
さ
と
い
い
ま
す
か
‘
同
じ
官
聞
き
が
積
み
重
な
っ
て
い
〈
。
三
階

舵
い
わ
ゆ
る
大
屋
根
と
い
ラ
屋
根
が
重
念
h
歩
合
ヲ
と
い
う
よ
う
念
ζ

と
舵
念

宮
て
h
g
h
?

を
し
て
、
四
階
拡
望
犠
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
夫
正
離
の
天
守
障
の

裂
と
い
う
の
は
そ
ラ
い
う
援
に
念
念
て
い
る
ん
だ
と
い
う
と
と
で
、
そ
れ
を

そ
の
さ
ま
忠
実
に
つ
〈
っ
て
い
〈
と
い
う
と
と

K
な
る
と
、
コ
一
階
の
と
ζ

ろ

か
ら
は
見
え
た
い
・
し
た
が
っ
て
恥
見
え
な
い
と
と
る
な
ん
だ
か
ら
機
械
室
.

に
す
る
と
と
が
、
要
す
る
舵
空
気
の
流
通
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
機
械

を
置
〈
の
に
適
当
じ
+
念
い
か
と
い
ラ
護
問
先
生
の
設
耐
の
結
果
が
そ
う
い

う
と
と
に
念
っ
て
お
り
ま
す
。

。
総
務
部
長
〈
石
田
雄
一
窓
〉
具
体
的
K
工
事
の
段
階
ど
と
の
監
理
の
問
題

で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
1

本
年
度
の
当
初
予
算
K
博
物
館
分
館
の
監
理

K

っ
き
唆
し
て
の
予
算
を
い
た
だ
い
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
岨
構
造
計
画
研

究
所
が
監
理
を
執
行
す
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
段
階

ど
と
に

b
S
を
す
監
理
と
い
う
も
の
は
十
分
・
実
施
し
て
い
〈
も
の
と
考
え
を

す
@

& 

ヨ

ーゼ~・-__.J>  -

O

ニO
番
(
石
井
武
敏
君
ぷ
・
一
費
庫
内
を
終
h
y
ま
す
.

O
議
長
(
品
緑
豊
君
〉
他
K
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
a

J

O
一
番
(
神
田
守
峰
君
)
と
の
天
守
閣
の
問
題
で
あ
、
h
p
ま
す
け
れ
ど
も
、
時

代
的
念
考
証
と
い
う
と
と
で
、
議
問
先
生
の
考
軽
を
得
た
と
い
う
ζ
と
で
‘

藤
問
先
生
ど
い
夕
方
ば
会
棋
の
問
題
に
つ
い
て
は
太
変
設
構
成
で
あ
る
と
い

う
よ
う
念
、
ふ
話
も
伺
h
、
そ
う
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
し
か
し
念
が
ら
ど
@

天
守
閣
@
問
題
と
い
う
の
は
、

4a
〈
ま
で
も
一
つ
の
縫
針
の
上
舵
成

p
立
つ
T

て
い
る
と
と
で
、
と
の
と
と
は
い
念
め
念
い
わ
け
。
で
淘
そ
れ
だ
け
に
私
は
あ

っ
た
の
か
、
な
か
っ
た
の
か
と
い
玄
と
と
も
含
め
ま
し
て
‘
や
一
拡
h
ー
と
の
天

守
閣
の
建
設

K
つ
い
て
は
ま
だ
時
期
禽
早
だ
ろ
う
。

-

A

も
ラ
・
と
考
え
る
べ
き
問

題
点
が
た
ぐ
さ
ん
あ
る
と
い
ラ
と
と
を
指
値
摘
し
て
き
た
わ
け
で
る
h
y
ま
す
。

そ
し
て
現
実
@
建
設
の
稽
負
契
艶
γ

と
い
タ
康
晴

K
念
h
y

ま
す
と
、
歴
史
的
念

資
料
と
し
て
φ
意
味
が
あ
る
ん
だ
、
と
ラ
い
う
よ
う
念
念
話
で
も
あ
る
わ
け

で
、
今
少
々
そ
の
点

K
つ
い
て
ha
聞
き
し
た
れ
と
い
う
ふ
う
K
患
う
わ
け
で
あ

り
合
す
.

従
来
、
寸
相
が
と
れ
ま
で
に
震
関
し
て
き
を
し
た
が
?
天
守
閣
は
一
体
何
の

目
的
の
た
め
の
施
設
で
右
っ
た
の
か
、

ζ
高
J

い
う
と
と

K
つ

h
t一
野
じ
〈
現

在
建
設
が
設
計
さ
れ
て
い
る
そ
の
中
で
は
、
ど
の
よ
う
念
品
与
え
の
も
と
に
そ
』

れ
が
つ
〈
ら
れ
て
い
る
の
か
匂

a

e

f

。

従
来
の
教
育
長
ぎ

J

ん
の
h
g

話
、
で
は
戦
争
を
す
る
場
所
だ
と
、
軍
事
指
設
定
、

と
う
い
う
hx
話
が
か
つ
て
.
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
ち
具
体
飽
悼
と
也
話
を
聞

い
て
み
ま
す
と
‘
，
ζ

の
天
守
閣
忙
つ
い
て
は
石
垣
も
だ
い
刊
‘
，
そ
し
て
石
垣
が
に

な
け
れ
ば
当
時
の
当
然
の
軍
事
的
な
施
設
と
い
う
意
味
合
い
引
か
ら
す
れ
ば
、

石
落
し
だ
と
か
、
あ
る
い
は
鉄
砲
は
ざ
ま
だ
と
か
そ
ー
ラ
し
た
も
む
が
あ
っ
ザ
ー

し
か
る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
と
ラ

L
た
点
K
つ
い
-
て
は

f

ー釦ー

戸，戸~

咽.♂ヘ
j令守

，〆『、¥K 
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そ
う
い
う
施
設
は
設
計
の
中
で
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
。
い
う
と
と
で
す
ね
。

そ
の
と
と
と
関
連
い
え
し
ま
し
て
、
と
の
天
守
閣
と
い
う
の
は
あ
っ
た
と
・
次
に
、
工
事
の
契
前
問
題
忙
つ
い
て
'
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
と
の
工
事

す
れ
ば
そ
う
い
う
軍
事
施
設
と
い
う
よ
ウ
注
意
義
づ
け
や
‘
意
味
合
い
と
い
.
契
約
に
あ
た
っ
て
は
中
央
の
業
者
]
大
手
の
業
者
を
指
名
業
者
根
遺
品
売
、

ラ
の
が
天
正
期
の
号
デ
ル
の
棋
と
し
て
は
十
分
念
意
味
が
あ
っ
た
の

φ
f
ぅ

'

と

う

い

う

と

と

Tdあ
の
ま
す
け
れ
ど
も
1

私
は
地
売
業
者
の
能
功
を
嚇
控
サ

L
R
v
r

か
、
と
の
点
に
つ

W
て
ど
の
よ
タ
な
か
考
え
で
設
計
が
さ
れ
て
い
る
の
か
h
g
e

と
、
そ
し
て
を
た
そ
の
後
の
ア
フ
タ
ー
サ

l
V
ヌ
の
問
題
だ
を
か
川
あ
る
い
ご
い

聞
か
せ
顧
い
た
い
6

と
う
い
れ
ラ
ζ

と

が

第

一

点

。

、

，

均

は

地

域

の

鮭

楕

冶

発

展

と

う

い

う

よ

う

を

点

か

ら

努

J

え
た
場
喰
杭
1

一
や
は
弘
夕
、
i

，t
e
e
-

そ
れ
か
ら
、
ぞ
れ
と
の
関
係
も
非
常
K
重
要
念
問
題
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
地
元
業
者
の
育
成
と
い
う
と
と
は
当
然
配
慮
さ
れ
念
叫
り
れ
ば
念
ら
ぬ
と
い
り

す
け
れ
ど
も
、
天
正
期
の
板
婦
の
段
階
で
は

Y

そ
と

r住
居
と
し
て
の
機
能

ζ

と
だ
と
思
う
ん
で
す
。

も
持
っ
て
い
た
と
い
ラ
ど
と
が
安
土
掠
念
ん
か
で
は
非
常
K
歴
史
的
念
資
料
そ
う
い
う
点
で
、
今
回
の
入
札
K
際
し
て
は
指
名
乗
者
か
ら
地
元
の
業
者

a

L

J

も
出
て
き
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ぞ
う
い
う
俊
わ
れ
方
が
し
左
か
っ
た
が
一
社
も
入
っ
て
い
念
い
と
い
う
と
と
で
は
大
変
私
は
問
題
を
感
ず
る
わ
け

p

e

市

の
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
で
す
ね
。
義
康
御
殿
、

ζ

の
議
康
御
殿
跡
と
い
う
で
、
し
か
し
念
が
ら
か
念
り
専
門
的
念
技
術
的
な
内
容
が
あ
る
か
ら
、
と
う

と
と
で
発
掘
も
さ
れ
て
治
ま
す
の
で
、
そ
れ
と
の
関
連
で
は
ど
グ
い
う
よ
う
い
う
よ
う
念
御
説
明
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
1

・
b
開
き
し
た
い
ん
'
一
;

念
見
解
を
か
持
ち
で
あ
る
か
t

d

t

と
と
は
、
そ
れ
で
は
地

r業
者
の
出
T
K
と
う
し
た
天
守
閣
の
建
設
に
円
以
い
て
制

さ
ら
に
、
と
の
天
正
期
を
過
ぎ
て
江
戸
一
期
に
入
り
ま
す
と
、
鹿
島
掘
が
携
の
指
名
業
者
K
念
る
と
ど
に
?
一
い
て
の
意
欲
は
念
か
干
た
の
か
ど
う
か
と
明
J

-

ら
れ
る
と
い
う
ζ
と
で
、
と
り
鷹
烏
堀
と
い
う
の
は
相
当
大
き
な
当
時
で
は
い
う
点
、
そ
の
点
民
九

bh臥
行
政
組
問
と
し
て
は

E
の
し
ヂ
々
把
握
愛
さ
れ

土
木
工
事
で
る
骨
お
と
W
ラ
ム
員
法
院
推
察
す
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
忠
、
土
木
て
い
ふ
の
か
、
以
聞
か
せ
を
厭
い
た
い
と
患
う
ん
で
す
。

工
事
と
し
て
の
鹿
島
堀
を
撮
っ
た
と
い
う
と
と
と
、

ζ

の
械
と
の
関
係
、
ど
そ
れ
か
ら
、
一
一
一
回
の
入
札
を
行
っ
た
そ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
も
帯
一
P

う
い
う
と
と
か
と
い
，
い
ま
す
と
，
当
結
当
時
@
常
識
的
念
判
断
で
は
、
減
と
札
が
な
〈
て
随
意
契
約
柁
念
っ
た
)

ζ

う
い
う
と
と
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も

い
ラ
の
は
、
域
づ
〈
り
の
根
本
は
そ
う
い
う
掘
を
撮
っ
た
り
、
が
け
を
集
い
三
回
の
そ
れ
ぞ
れ
の
最
低
の
札
を
入
れ
た
業
者
名
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
.

た
り
と
い
う
主
ラ
会
土
木
工
事
と
れ
が
域
と
じ
℃
吃
‘

5

と
り
で
と
し
て
の
横
と
う
い
ラ
と
と
で
す
・

能
を
す
る
上
で
の
基
本
的
の
も
の
だ
。
む
し
ろ
そ
の
上
に
天
守
閣
を
つ

=ιゐ
v
γ
0
教
官
長
(
安
回
豊
作
君
〉
沃
暗
闇
↓
も
い
う
ゆ
は
ど
'
う
い
う
も
の
だ
と
吋
い
う
・

と
か
、
つ
〈
ら
老
い
・
と
か
い
う
と
と
は
一
様
づ
〈
り
全
体
L
e
J
し
て
は
価
値
の
少

l

，
ょ
う
念
と
と

K
つ
い
て
の
御
質
問
、
三
つ

K
ゎ
允
っ
-
t
h
g

話
が
あ
hy--ι
し
た
ー

念
い
と
と
だ
と
い
う
ふ
う
に
一
私
は
褒
解
し
て
お
る
わ
棋
で
す
け
れ

ι「
も
、
と
i

が
、
天
守
閣
舵
つ
い
て
は
い
ろ
い
.
る
の
説
が
あ
る
よ
う
で
す
し
、
時
代
舵
主

す
れ
ば
、
鹿
島
場
と
い
う
よ
う
念
非
常
に
重
要
念
も
，
の
が
後
か
ら
つ
〈
ら
れ

f
e
る
変
一
転
も
あ
る
よ
う
で
ど
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
先
ほ
ど
申
し
上
げ
也
渇
し
た
よ

た
と
い
う
と

ικ
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
ふ
沿
見
解
が
長
持
ち
で
ゆ
ふ
併
と
で

?κ
、
戦
争
の
と
j
そ
と
ピ
愈
後

K
え
て
と
も
っ
て
1

最
官
f
n
uで
白
刃

0・h

、

，_・

~~. 
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す
る
L
U

い
う
主
ラ
念
場
商
慣
が
よ
〈
見
ら
れ
る
わ
け
で
す
・
ぞ
う
し
た
と
&
で

天
守
俸
と
い
う
の
は
、
あ
る
意
味
で
は
携
の
代
表
的
念
建
物
で
あ
う
て
、
且
取

-
後
に
そ
ζ
K
4
凡
で
と
も
る
と
い
う
よ
う
V

件
、
詰
の
丸
と
い
う
よ
う
な
言
葉
で

曾
わ
れ
で
か
り
ま
す
。
一
の
丸
、
一
一
の
丸
と
い
う
よ
う
V

匹
、
館
山
棋
の
場
合

も
義
康
御
陵
&
る
い
は
忠
義
御
般
の
跡
が
い
安
も
曾
わ
れ
て
b
h
y
ま
す
の
で
、

ぞ
と
舵
住
ん
で
治
っ
て
、
頂
上
の
天
守
閣
の
と
と
ろ
は
い
わ
ゆ
る
詰
の
丸
、

最
後
の
よ
り
ど
と
ろ
ど
な
る
@
と
う
い
う
と
と
に
な
る
と
思
い
ま
ナ
が
、
し

か
し
天
正
期
と
い
い
ま
す
か
、
安
土
棋
は
住
居
が
あ
っ
た
じ
+
念
い
か
、
と

う
い
う
ζ

と
で
す
が
‘
そ
れ
は
戦
争
中
の
住
居
で
ど
ざ
い
ま
す
。
安
土
棋
は

特
殊
な
も
の
で
、
信
長
が
と
と
に
住
ん
だ
と
と
も
あ
る
よ
う
念
記
録
も
あ
h
y

会
す
か
ら
、
安
土
棋
に
つ
い
て
は
特
殊
念
事
情
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
ほ
か

の
天
守
踊
K
つ
い
で
は
そ
と
を
常
時
住
居
と
し
た
と
い
う
例
は
あ
ま
h
p
念
い

a

ょ
う
で
す
。
喰
争
中
の
住
居
と
し
た
ん
だ
、
と
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
み
た

.
い
と
、
と
う
思
い
ま
す
.

さ
ら
に
、
鹿
島
揚
が
後
で
で
き
た
ん
だ
が
ど
う
念
ん
だ
。
と
う
い
う
と
と

で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
う
い
う
と
と
に
つ
い
て
調
査
会
、
そ
の
他
で
い
ろ
い

ろ
考
寵
し
て
h
v
p
さ
す
が
、
館
山
城
舵
つ
い
て
は
当
初
、
い
わ
ゆ
る
天
正
十

六
年
で
す
か
に
築
い
た
噴
は
、
山
を
利
用
し
た
、
い
わ
ゆ
る
山
の
急
喰
左
が

け
を
利
用
し
た
山
崎
慣
と
し
て
つ
〈
ら
れ
た
と
い
う
の
が
妥
当
念
考
え
方
じ
宇

念
い
か
、
と
う
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。
ぞ
れ
が
鹿
島
岨
摘
が
鋸
ら
れ
た
時

代
と
撲
が
ず
っ
と
広
が
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
械
が
い
わ
ゆ
る
平

山
携
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
よ
う
念
考
え
方
も
す
る
と
と
が
館
山
棋

の
解
釈
と
し
て
妥
当
じ
ア
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
形
ゃ
な
ん
か
を
禰
量
し
て
み

ま
す
と
、
そ
う
い
う
地
形
で
読
み
取
れ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
う
よ
う
念
と
と
で
、
最
笹
は
藤
問
先
生
の
考
征
K
基
づ
い
て
、
関

.. 

-v ヲ'~.;' 
、、
-ー

東
以
北
の
績
は
石
鍾
vh
遣
す
る
石
材
が
少
念
い
た
め

K
、
石
忽
を
あ
を
h
F
用

い
な
い
で
急
睡
眠
念
山
を
利
用
し
て
い
る
と
。
ぞ
れ
か
ら
山
棋
で
あ
フ
た
た
め

に
天
守
陣
は
石
震
を
積
安
念
い
で
、
土
の
段
を
利
用
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
.

そ
れ
か
ら
一
、
二
階
は
同
じ
大
き
さ
で
二
重
や
ぐ
ら
に

λ
母
屋
の
大
屋
根
を

4
9

て
て
い
る
・
そ
の
上
舵
小
展
望
台
と
い
う
の
が
つ
ザ
て
い
る
.
ぞ
れ
か
ら

最
上
階
K
は
唐
破
風
の
錫
hν
金
具
を
配
し
た
と
い
う
よ
う
な
と
と
で
、
薦
問

先
生
の
考
証
を
も
と
舵
今
度
入
札
し
た
博
物
館
分
館
は
建
て
て
い
〈
。
と
う

い
う
考
え
方
で
ど
ざ
い
ま
す
。

O
総
務
制
御
長
(
石
国
雄
-
君
)
質
問
の
二
点
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ま

ず
地
元
業
者
の
育
成
と
い
う
よ
う
念
観
点
か
ら
の
御
質
問
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

む
る
ん
官
公
需
の
地
元
優
先
発
注
と
い
う
と
と
で
市
当
局
と
し
て
も
十
分
配

慮
し
て
い
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
参
考
ま
で
に
五
十
五
年
度
の

一
般
会
計
分
の
工
事
発
注
の
状
況
を
申
し
上
げ
て
み
ま
す
と
、
土
木
工
事

K

つ
き
ま
し
で
は
九
四
¢
を
地
元
発
注
、
件
数
に
い
た
じ
ま
し
て
九
四
d

九

そ

れ
か
ら
建
築
工
事
に
つ
き
占
ま
し
て
は
八
六

d"を
地
元
舵
発
注
し
て
い
る
と
い

う
状
視
で
ど
ざ
い
ま
す
。

た
だ
、
ど
う

ιて
も
工
事
の
請
負
の
中
身
を
見
ま
し
先
と
き
に
、
特
殊
工

事
あ
る
い
は
高
度
の
技
術
を
要
す
る
と
い
っ
た
よ
う
念
も
の

K
っ
き
愛
し
て

は
、
大
手
業
者
k
h
g
顕
い
す
る
と
い
う
よ
う
念
事
情
に
ど
ざ
い
ま
し
て
、
当

博
物
館
分
館
の
事
業
内
容
を
見
て
み
ま
す
と
、
や
は
り
天
守
閣
と
い
う
よ
う

.
念
構
造
部
分
が
ど
ざ
い
愛
し
て
、
破
風
等
の
治
績
と
れ
が
念
か
念
か
出
せ
な

い
と
い
う
よ
う
な
と
と
も
ど
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
い
ま
-
つ
は
、
厳
寸
型

板
を
使
う
と
い
う
主
ラ
念
と
と
に
b
い
て
‘
非
常

K
丈
き
念
仲
業
場
等
も
必

要
と
念
っ
て
〈
る
わ
け
で
ど
ざ
い
を
す
。
と
う
し
允
と
と
か
ら
大
手
の
象
者

を
選
定
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
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次
W

匹
、
入
札
三
回
k
b
き
ま
し
て
の
最
低
業
者
の
名
前
で
ど
ざ
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
一
二
回
い
ず
れ
と
も
株
式
会
社
脊
木
建
設
で
ど
ざ
い
ま
し
た
。

。
一
審
(
神
田
守
隆
君
〉
天
守
閣
の
意
味
、
意
義
と
い
う
と
と
で
、
震
援
に

は
た
て
と
も
る
、
戦
争
時
v
h
h
s

い
て
た
と
も
る
住
居
、
そ
う
い
う
意
味
で
の

住
居
、
隈
ら
れ
た
意
味
で
の
住
居
・
そ
れ
と
か
念
h
y
軍
事
的
の
性
格
の
非
常

忙
強
い
棋
で
あ
9

た
と
い
う
ふ
う
在
私
は
極
識
を
持
つ
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
う
す
る
と
、
も
う
一
・
点
会
脅
か
せ
願
い
た
い
と
と
は
、
た
と
え
ば
館
山
城

主
h
p
少
し
遅
れ
て
文
禄
年
間
で
す
げ
れ
ど
も
、
松
本
械
が
つ
〈
ら
れ
た
。
と

の
訟
本
棋
は
内
部
に
井
戸
だ
と
が
、
便
所
だ
と
か
、
そ
れ
か
ら
台
所
と
か
文

字
ど

hz'筒
世
惜
し
て
、
最
後
に
棋
へ
た
て
と
も
っ
て
徹
底
抗
戦
す
る
ん
だ
と

い
う
よ
う
念
立
場
で
b
そ
ら
〈
棋
の
設
計
が
さ
れ
た
と
い
う
ふ
う
に
曾
わ
れ

て
い
る
わ
け
で
す
ね
・

を
た
、
熊
本
抽
情
念
ど
で
は
石
落
し
を
設
け
た
り
、
あ
そ
と
は
が
け
が
厳
し

〈
石
忽
も
組
ん
で
そ
う
い
う
と
と
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
b
h
?
を
す
け
れ
ど

も
、
そ
う
い
ラ
観
点
か
ら
す
れ
ば
、

ζ

の
h
g
様
、
銅
山
携
に
た
て
と
も
る
施

設
と
し
て
そ
う
し
た
も
の
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
。
設
計
の
鹿
捕

で
は

E
う
も
そ
う
い
う
ふ
う
に
は
、
建
物
と
し
て
，
た
だ
あ
る
と
い
う
よ
う
念

ζ

と
で
私
は
寵
離
を
持
ち
ま
す
の
で
、
そ
う
い
ラ
ょ
う
念
点
が
ど
の
よ
う
に

配
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
と
で
す
ね
。
と
れ
は
歴
史
上
の
毛
デ
ル
と

し
て
展
示
す
る
と
杭
う
と
と
で
す
か
ら
、

h
s

ろ
そ
か
に
で
き
る
と
と
で
は
事
弛

か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
御
見
解
を
必
聞
か
せ
〈
だ
さ
い
.

ぞ
れ
か
ら
、
主
事
契
約
の
問
題
で
す
け
れ
ど
も
、
地
元
業
者
の
私
は
意
欲

の
点
で
ど
う
だ
っ
た
の
か
と
い
う
と
と
を
行
政
の
側
で
ぜ
ひ
卦
聞
か
せ
顕
い

た
い
@
と
う
い
う
質
問
だ
9

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
確
か

K
そ
れ
ぞ
れ
む
ず

か
し
い
、
か
念
h
y
-
-
集
ど
し
て
は
一
一
般
建
築
と
遣
っ
た
も
の
も
あ
る
と
い
う

+ 

司:-...
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と
と
は
私
も
十
分
考
え
ら
れ
る
と
と
る
だ
し
、
私
も
そ
う
だ
と
思
い
を
す
.

そ
れ
に
し
て
も
、
そ
う
し
た
非
常
に
高
度
念
技
術
を
要
す
る
建
物
に
対
し

て
、
地
一
充
実
者
の
中
に
積
極
的
念
意
欲
が
あ
る
と
い
う
と
と
で
ら
れ
ほ
と
れ

ば
猪
名
業
者
忙
し
て
、
競
争
入
札
で
負
け
て
、
公
正
念
入
札
で
負
け
て
だ
め

だ
と
い
う
念
ら
と
れ
は
当
然
し
ょ
う
が
念
い
で
し

ι
ぅ
。
し
か
し
入
札
K
も

多
加
を
さ
せ
な
い
と
い
う
の
は
ど
う
か
。
や
は
り
そ
う
し
た
業
者
の
意
欲
を

宙
開
て
忌
上
で
も
、
と
う
い
う
も
の
を
地
元
で
ぜ
ひ
や
り
た
い
ん
だ
と
い
う
よ

う
念
意
欲
を
育
て
る
上
で
も
、
指
名
乗
者
か
ら
は
ず
し
て
し
を
う
と
い
う
砲

は
私
は
ど
う
し
て
も
納
得
が
で
き
念
い
わ
け
で
、
と
の
点
で
地
元
業
者
に
そ

う
し
た
意
欲
が
あ
っ
た
の
か

E
う
か
と
い
う
と
と
に
つ
い
て
、
行
政
の
舗
聞
が

そ
の
へ
ん
の
業
者
と
の
話
や
念
ん
か
が
と
の
経
過
に
も
あ
っ
た
の
か
、
念
か

っ
た
の
か
・
そ
の
点
を
お
聞
か
せ
厭
い
た
い
と
患
い
ま
す
@

。
教
育
長
〈
安
田
豊
作
君
〉
天
守
閣
の
中
に
最
後
に
鏡
棋
し
て
住
居

K
備
え

る
た
め
の
施
設
、
そ
の
他
備
え
る
ん
だ
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
を
す
が
、
そ

う
い
?
た
も
の
舵
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
時
代
考
証
に
基
づ
〈
形
だ
け
で
念

〈
て
‘
文
書
で
正
し
い
歴
史
的
念
経
過
と
い
う
よ
う
念
も
の
は
、
離
と
か
、

文
書
で
正
し
〈
子
供
と
か
、
み
ん
念
忙
知
ら
せ
る
と
と
を
考
え
て
h
g
p
ま
す
・

そ
れ
が
展
示
の
考
え
方
で
す
e

し
た
が
っ
て
井
戸
の
よ
う
念
も
の
は
い
ま
の

と
と
ろ
掘
る
計
画
は
あ
り
合
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
最
後
の
よ
-P
ど
と
る
と
申
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

戦
争
の
最
後
の
よ
h
y
E
ζ

ろ
、
自
刃
す
る
と
と
ろ
で
は
あ
・
9
ま
す
け
れ
ど
も
、

や
は
り
そ
の
頃

K
念
り
ま
す
と
、
械
と
し
て
の
威
容
を
跨
忌
と
か
、
棋
の
代

.
表
的
念
建
物
で
あ
っ
た
と
い
う
、
そ
う
い
う
性
格
を
帯
び
て
き
て
h
g
p
ま
す
。

鉄
砲
が
使
わ
れ
を
す
と
、
も
う
用
を
し
な
〈
念
b
y
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
傾

向
が
あ
り
さ
.
す
の
で
‘
必
ず
し
も
戦
争
の
施
設
だ
け
を
傷
え
る
と
い
う
と
と

‘i 
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で
は
左
h

れ
よ
う
に
思
い
愛
す
の
で
、
'
そ
の
・
へ
ん
は
文
章
、

理
解
を
求
め
る
よ
う

κ考
え

7

て
hwhy-z
す。

。
総
務
侮
長
ハ
石
田
雄
吋
君
V

地
元
業
者
の
意
欲
の
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
特
，

ru，
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元
業
者
忙
そ
の
意
欲
が
あ
る

か
ど

3Am'E
い
う
調
査
と
い
う
か
、
意
見
聴
取
賦
し
て
ど
ざ
い
ま
せ
ん
@
た

だ
)
J
天
守
閣
麗
iC
博
物
館
分
館
で
ど
ざ
い
ま
す
特
殊
建
築
、

ζ

ラ
い
う
観
点

か
も
過
去
に
天
守
閣
等
の
施
工
実
績
を
持
っ
た
業
者
の
蕗
で
条
件
を
大
台
、
〈

し
ぼ
・
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
‘

。
一
番
ハ
神
田
守
隆
意
)
い
ま
の
雄
元
業
者
の
意
欲
と
い
ラ
点
で
、
意
見
聴

取
と
い
A
J

と
と
も
し
て
い
念
い
と
い
う
と
と
で
す
か
ら

γ

司
そ
れ
は
答
弁
は
答

弁
と
し
て
わ

F

か
h
E

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
点
は
ち

z
っ
と
納
得
で
き
を
ぜ

ん。
そ
れ
か
ら
、
天
守
閣
の
問
題
で
す
け
れ
ど
も
、
私
は
と
の
天
守
隅
の
問
題

円
発
-
一
ぞ
い
，
rt
の
榔
説
明
の
中
世
作
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
V

件
、
威
容
を
誇
る
と
い
い

v
を
す
か
、
そ
う
し
た
植
民

ω象
徴
と
し
て
の
械
と
し

τの
性
格
と
か
、
同
時

v
h

軍
事
的
な
施
設
と
i
u
で
の
性
格
と
か
、
そ
れ
ぞ
れ
天
正
期
か
ら
江
戸
に
入

る
時
期
と
い
う
の
ほ
非
常
に
と
の
績
の
性
格
が
そ
れ
ぞ
れ
つ
〈
ら
れ
た
そ
の

と
き
の
政
治
情
勢
R

軍
事
情
勢
一
之
う
し
た
も
の
で
、
非
常
K
デ
リ
ク
l
a
F
な

ぐ
ら
い
変
わ
っ
.
て
柄
本
一
時
期
宏
一
と
弘
元

J

ふ
う
に
私
は
麗
裁
を
持
っ
て
い
る
わ

け
な
ん
で
す
ー
け
れ
ど
も
、
い
そ
れ
が
い
を
の
教
育
長
さ
ん
の
答
弁
の
中
K
も、

は
か
ら
ず
も
そ
う
じ
た
性
格
も
と
い
う
よ
う
念
宮
い
方
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
と

'
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
一
定
け
択
と
の
時
期
と
い
う
の
は
非
常
に
歴
史
'

z

-

r
哉
、
時

的

κも
ま
だ
研
究
の
余
地
治
相
、
当
残
ut
れ
五
分
野
で
は
念
か
ろ
う
か
と
い
う

ふ
う
舵
思
う
わ
け
念
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
点
で
は
非
常
に
流
動
的

念
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
械
を
一
つ
つ
〈
る
忙
し
て
も
、
ど
う
い
う
よ
う
な

そ
の
他
で
す
A
M
K

通島

τエ で /

.‘ 、、-

いえ

績
を

1
Eラ
い
ラ
目
的
で
つ
〈
る
か
と
い
う
と
と
が
大
変
減
動
的
念
時
期
だ

っ
た
ん
で
は
念
h'
か
.
江
戸
期
限

λ
一
っ
て
し
ま
え
ば
あ
る
程
度
安
定
す
る
と

い
う
か
時
期
で
も
あ
っ
た
と
も
思
う
わ
け
で
、
そ
れ
だ
け
-
柁
大
変
化
一
考
穫
が

一
番
む
ず
か
寸
し
い
時
期
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
ん
で
す
~
け
れ
ど
も
、
十
ζ
、の

点
K
Lつ
い
て
由
御
意
見
を
ひ
と
づ
会
開
か
せ
願
い
た
い
と
加
う
と
と
♂
す
.

そ
れ
と
も
う
一
点
位
、
鉄
砲
は
ざ
ま
と
れ
は
舎
の
設
計
修
中
一
校
入

A
J

て
い
『

る
の
か
ど
う
か
ー
そ
の
へ
ん
少
し
私
闘
き
志
れ
ま
し
た
の
で
会
聞
か
ぜ
願
い

安
す
。

O
教
育
長
〈
安
田
豊
作
君
〉
さ
ブ
き
申
し
上
げ
を
し
た
藤
問
先
生
の
考
証
K

基
づ
い
て
ー
と
れ
が
今
度
建
て
る
按
ゐ
一
つ

ρ
考
え
方
で
、
流
動
し
て
会
り

ま
す
。
し
た
が
ョ
て
)
と
の
樟
動
わ
盗

K
P
M
I
は
他
の
撲
の
そ
デ
ル
念
写

真
、
そ
の
他
で
中
舵
臨
展
示

L
fえ
そ
う
ん

dha夫
九
忙
正
令
し
て
い
理
解
を
し
て

J
G
ら
え
と
う
小
う
よ
魚
念
毒
え
方
を
い
を
は
し
て
か
h
y

安
宅

d

F

そ
れ
か
ら
、
扶
砲
は
ざ
ま
は
・
急
か
っ
た
と
思
い
を
す
.
九

O
一
番
(
神
留
守
掻
君
〉
終
わ
り
を
す
。

。
議
長
(
林
豊
君
)
他

K
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

G
-
九
番
(
石
井
輝
久
君
〉

r

先
ほ

E
の一一

O
番
醸
員
の
質
問
w
R
関
遣
い
た
し

ま
し
て
ち
Z

ヨ
必
耕
何

M
W
え
し
ま
す
。

百五

idr

ζ

の
天
守
閣
型
む
四
階
建

4P8建
物
は
1

設
計
を
一
民
開
業
者
に
委
託
さ
れ

て
、
市
は
設
計

K
関
し
て
は
h
吋
ろ
ん
な
御
意
見
は
あ
っ
た
~
で
ど
ざ
い
ま
し

ι

う
け
れ
ど
も
、
設
計
は
民
開
業
者
で
ど
ざ
い
ま
す
・

・
~
・
先
ほ
ど
の
御
答
弁

K
よ
り
ま
す
と
、
工
程
の
監
理
一
色
民
聞
の
業
者
と
い
う

と
と
で
ど
ざ
い
ま
し
た
。
と
れ
は
簡
単
で
す
け
れ
ど
も
、
市
は
工
程
の
監
理

バ
に
た
ず
さ
わ
ら
念
い
、
タ
タ
チ
し
念
い
で
、
も
つ
ば
ら
民
間
の
業
者
と
の
よ

J

う
に
理
解
し
て
よ
ろ
し
曲
う
ど
ざ
い
ま
す
か
。
確
認
で
ど
ざ
加
を
す
。

、ご--苧噌-'、
司

"，'、、
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主主:ー、

ど
の
侮
答
弁
の
。

O
総
務
部
長
〈
石
田
悠
一
君
)

を
す
・工

程
表
が
業
者
の
方
か
ら
出
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
そ
の
工
程
表
K
よ
っ

て
の
事
業
6
進
捗
の
チ
忌
ヅ
タ
と
い
う
も
の
は
当
然
市
k
h
x
い
て
し
て
い
〈

と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
す
べ
て
を
監
理
業
者
の
方
に
ま
か
せ
る

と
い
ラ
と
と
で
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
。

O
一
九
番
〈
石
井
輝
久
君
)
先
ほ
ど
、
で
す
か
ら
確
認
を
し
た
わ
け
で
ど
ざ

=
い
ま
す
が
、
な
ん
が
民
間
業
者
K
設
齢
、
監
理
も
含
め
て
委
託
を
さ
れ
た
ん

で
、
え
の
工
程
の
監
理
は
民
間
の
業
者
忙
を
か
住
る
と
い
う
よ
う
に
御
答
弁

る

寸

M
M
h
t

あ
う
た
よ
う
に
承
っ
た
の
で
、
い
ま
確
認
を
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

れ
党
だ
い
ま
の
御
答
弁
に
よ
り
ま
す
と
、
業
者
か
ら
工
程
表
が
曲
さ
れ
る
か
ら

そ
れ
を
京
市
が
昆
て
い
〈
.
市
が
見
て
い
〈
と
雷
っ
て
も
、
と
れ
は
建
築
工
事

で
ど
ざ
い
ま
す
か
ら
、
非
常
に
複
雑
多
岐
忙
わ
た
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ

を
市
&
曾
マ
交
っ
て
、
漠
然
と
市
が
工
程
表
を
見
る
と
言
っ
た
っ
て
総
務
都

が
見
る
と
い
う
と
と
で
す
か
@
そ
れ
と
も
教
育
委
員
会
が
見
る
と
い
う
と
と

で
す
か
、
必
る
い
は
経
済
部
が
見
る
と
帆
う
と
と
で
す
か
。

と
れ
は
か
つ
て
民
間
業
者

K
委
託
を
し
夜
、
と
れ
は
す
ぐ
自
の
前
の
三
中
J

も
そ
う
で
ど
ざ
い
ま
す
。
一
一
一
中
も
民
開
業
.
者
に
委
託
を
し
た
け
れ
ど
も
、
と

れ
は
工
程
の
監
理
は
厳
密
に
市
当
局
で
や
っ
て
か

p
ま
す
。
厳
密
と
い
う
と

ど
は
教
育
委
員
会
で
念
〈
、
ち
キ
ん
と
特
定
者
が
監
理
に
あ
た
っ
た
よ
う
に

記
憶
し
て
沿
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
ニ

O
番
議
員
そ
う
い
う
意
味
を
含
め
て
の
御
発
曾
だ
っ
た
と
息

ラ
ん
で
す
。
非
常
に
漠
然
と
し
て
い
る
。
工
程
監
理
の
責
任
の
所
在
が
な
い

と
い
う
と
と
念
ん
で
す
よ
。
市
当
局
と
雷
っ
た
っ
て
五
百
人
も
市
の
職
員
が

一
九
番
議
員
の
郵
質
問
k
h
x
答
え
申
し
上
げ

5、

4 

_........ 

も合，里、、
v 、
〆 -

い
る
。
一
体
ど
な
た
が
責
怪
を
持
っ
て
工
程
の
監
理
を
さ
れ
る
の
か
。
民
開

業
者
K
任
せ
っ
放
し
と
い
う
念
ら
、
そ
う
い
ラ
姿
勢
で
も
よ
ろ

1
ゅ
う
ど
ざ

い
愛
し

z
う
・
ち
ー
っ
と
漠
然
と
し
て
い
る
の
で
は
っ
き
り
と
b
答
え
を
柿

た
だ
き
た
柄
。

O
総
務
務
長
一
m

石
由
雄
一
君
〉

h
g

答
え
由
申
し
上
げ
ま
す
。

工
事
の
工
程
K
つ
き
ま
し
て
は
契
約
書
の
中

K
条
項
が
あ
る
わ
け
で
ど
ざ

い
ま
す
が
、
十
分
発
注
者
で
ど
ざ
い
ま
す
市
と
相
手
方
と
の
胡
防
護
を
路
ま
え

て
い
〈
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
実
際
工
事

K
A
Fヲ
て
ま
い
・
9
ま
す
と
、
当

工
事
の
場
合
で
は
所
管
で
ど
ざ
い
を
す
教
育
委
員
会
と
と
舵
一
級
建
築
士
が

お
h
y
ま
す
の
で
、

ζ

の
建
築
士
を
通
じ
ま
し
て
の
現
場
監
餐
等
と
の
職
務
を

遂
行
さ
せ
て
い
き
た
い
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
を
す
。

O
一
九
香
(
石
井
輝
久
君
〉
わ
か
り
ま
し
た
。

も
つ
ば
ら
、
と
の
工
事
に
関
し
て
は
教
育
委
員
会
の
何
楳
K
念
る
ん
で
す

か
、
}
級
建
築
士
が
お
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
を
承
づ
て
録
後
で
す
か
ら
質
問

を
終
わ
h
E

ま
す
が
。
要
す
お
に
と
の
工
事
の
工
程
の
監
護
、
そ
れ
は
技
術
面

も
も
ち
ろ
ん
含
ま
れ
を
す
け
れ
ど
も
、
市
当
局
、
市
当
局
と
い
う
と
と
は
私

ど
も
は
市
長
。
事
務
部
局
、
、
教
育
委
員
会
は
爺
長
の
事
務
郁
局
で
は
念
い
か

一
ら
、
先
ほ
ど
の
御
答
弁
と
ち

Z
7
c食
い
違
っ
て
〈
る
。
先
ほ
ど
は
布
が
工

程
の
監
理
を
す
る
。
今
度
は
教
育
要
員
会
が
す
る
。
と
う
い
う
と
と
に
念
り

ま
す
よ
。
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い
や
も
う
、
と
れ
醸
会
の
応
答
で
ど
ざ
い
ま
す
か
ら
、
正
確
に
&
答
え
を

い
た
だ
か
な
い
と
将
来
誤
解
の
も
と
甘
い
も
念
る
し
、
き
わ
め
て
正
確
に
質
疑

応
答
し
て
も
ら
っ
て
、
先
ほ
ど
の
御
答
弁
で
す
と
市
が
工
程
の
監
理
を
す
る
・

一
番
最
初
は
民
間
の
業
者
に
監
患
を
で
要
託
す
る
か
ら
市
は
関
係
念
い
。
次

は
市
当
局
が
監
理
す
る
。
今
度
は
教
普
委
員
会

K
移
っ
て
い
〈
.
答
弁
が
右

町北ーもー



往
左
往
で
な
し
に
、
二
転
、
一
二
一
転
し
て
い
る
主
う
に
私
は
思
う
。

で
す
か
ら
、
そ
う
す
る
と
、
確
認
で
す
け
れ
ど
も
、
教
育
委
員
会
が
監
理

す
る
@
教
育
委
員
会
の
何
螺
K
、
う
っ
か
り
し
ま
し
て
一
級
建
築
士
が
教
育

委
員
会
の
何
楳
k
b
ら
れ
る
か
わ
か
h
p
ま
せ
ん
が
、
最
後
で
す
か
ら
、
磁
龍

の
意
味
で
b
答
え
願
い
ま
す
。

O
教
育
長
(
安
田
豊
作
活
)
一
級
建
策
士
は
庶
務
施
設
観
。
と
の
担
当
は
櫨
荷

物
館
議
備
室
が
担
当
し
を
す
。
両
方
協
調
し
て
あ
た
る
.
と
う
い
う
と
と
で

ど
ざ
い
ま
す
。

。

麓

受

話

量

君

〉

他

K
御
質
疑
ど
ざ
い
さ
せ
ん
か
。

l
j
御
質
震
な
し

と
寵
め
ま
す
.

主
ヨ
て
、
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
・

委
員
金
持
託
の
省
略

。
議
長
〈
林
耐
震
君
)

h

s

帯・
9
い
た
し
ま
す
。

本
案
K
つ
い
て
は
委
員
会
の
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
患
い
ま
す
.
じ

れ
舵
御
E

揖
聾
占
e
h
y
ま
せ
ん
か
・
一

(
「
異
議
怠

L
」
，
と
呼
ぶ
者
4
e
h
p
)

。
欝
長
〈
林
量
震
〉
御
異
議
念

L
と
罷
め
ま
す
・

よ
っ
て
、
委
員
会
の
付
託
を
省
略
す
る
と
と
伊
作
品
試
し
さ
し
た
。

討

論

O
麓
長
〈
林
豊
君
〉
と
れ
よ
り
討
論
を
行
い
ま
す
。

。
一
番
ハ
神
田
守
経
君
)
私
は
、
と
の
天
守
閣
愛
博
物
館
の
建
築
荷
負
契
約

の
議
案
で
す
が
、
承
認
に
反
対
と
い
う
と
と
で
反
対
意
見
を
述
べ
を
す
。

儲
畑
山
に
天
守
閣
が
あ
っ
た
か
、
乏
か
っ
た
か
と
い
う
と
と
自
身
い
ま
だ
個
所

ー.
U 

J ウ:;:-_..

、‘、

明
さ
れ
て
い
念
い
わ
け
も
で
あ
タ
ま
ナ
.
損
山
の
天
守
闘
は
ま
だ
歴
史
の
顕
彰

を
受
け
念
い
も
の
で
あ
り
、
そ
と
か
ら
は
正
し
い
歴
史
認
識
も
郷
土
へ
の
愛

着

も

生

ま

れ

念

い

と

い

う

ふ

う

に

考

え

ま

す

.

、

い
ま
、
天
正
期
の
h

相
撲

K
関
す
る
学
術
的
念
研
究
も
、
安
全
棋
の
構
造
が

よ
〈
わ
か
る
主
う
vh-な
っ
た
り
、
と
の
研
究
の
成
呆
も
大
い
に
今
後
に
難
縛

で
き
る
と
と
ろ
で
あ
り
ま
す
・

鎗
山
城
V

私
闘
し
て
も
義
康
御
陵
跡
の
調
査
や
、
あ
る
い
は
鹿
島
舗
の
調
査

念
E
揖
交
を
歴
史
資
料
も
次
々
忙
そ
ろ
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
か
と
息
い

を
す
a

館
山
城
K
潤
す
る
研
究
拡
大
い
舵
今
後
に
期
待
さ
れ
る
と
と
る
が
多

いL
も
い
う
ふ
う
K
思
い
を
す
。

そ
れ
だ
け

K
、
い
ま
性
急
忙
現
在
の
持
ち
合
わ
せ
の
知
能
で
た
ぶ
ん
と
ラ

、
で
あ
宮
先
走
ろ
う
と
い
う
、
と
ラ
い
う
推
測
の
上
舵
つ
〈
っ
て
し
ま
う
と
い

ち
め
は
大
変
大
き
念
問
題
点
を
今
援
に
聾
ず
と
い
う
ふ
隻
舵
曾
わ
ね
ば
念
h
y

ま
せ
ん
。
博
物
館
は
す
ず
本
館
か
ら
取
h
m
組
む
べ
き
で
あ
ヲ
た
と
い
う
ふ
う

に
4
4
え
、
念
い
で
天
守
樟
避
の
分
鎗
を
つ
ぐ
る
理
由
は
念
h
と
考
え
ま
す
-

a

ま
た
、
と
の
工
事
路
、
嘗
犠
治
一
克
業
者
を
考
え
て
、
業
者
の
選
定
vh
つ
い

て
は
地
元
象
者

κつ
い
て
も
当
般
配
慮
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
ふ
ラ
に
考

え
ま
す
。
難
争
入
札
か
ら
排
除
す
る
と
い
う
よ
う
な
や
り
方
は
承
服
で
き
ま

せ
ん
。
大
手
建
設
業
者

K
押
え
ら
れ
、
地
元
業
者
は
そ
の
下
諦
K
甘
ん
じ
る

の
が
精
い
ョ
ば
い
、
と
れ
で
は
い
つ
ま
で
も
地
元
業
者
の
発
展
は
念
い
と
考

え
ま
す
。

と
う
し
た
点
も
含
め
ま
し
て
、
今
回
の
と
の
工
窟
申
請
負
契
約
の
承
寵

K
E
-

対
と
い
う
と
と
で
あ
り
ま
す
。

O
議
長
〈
林
豊
君
〉
他
忙
討
論
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

i
i酎
輸
念
し
と
龍

め
ま
す
。
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タ4

， 
一也

、 『刷暗忌コ

、回〆

千

採

決

と
れ
よ
h
y
採
決
い
え
し
ま
す
.
採
決
は
起
立

K
よ
P

O
醤
長
ハ
林
豊
窓
〉

行
い
ま
す
・

本
案
を
原
案
ど
か
り
可
決
す
る
と
と
舵
質
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

(
賛
成
者
起
立
)

O
輯
長
(
林
豊
君
〉
起
立
多
数
で
あ
-P-ま
す
。

主
。
て
、
本
案
は
原
案
ど
h
x
h
y
可
決
さ
れ
愛
し
た
.

語

寮
‘
の

上

程

。

O
聾
長
〈
林
壷
窓
)
日
程
第
五
、
発
議
集
第
二
号
専
決
処
分
事
項
の
指
定

K
つ
い
て
を
盤
題
と
い
え
じ
ま
す
。

語
集
の
舗
網
醜
を
厨
闘
い
ま
す
・

h

(
議
案
一
甥
龍
)

O
曹
長
ハ
品
杯
最
君
)
歯
朋
麓
は
終
わ
・
9
ま
し
た
。

寵

寮

@

内

容

説

明

O
語
長
〈
品
料
集
君
〉
提
出
者
の
説
明
を
求
め
を
す
.

(
一
二
番
議
員
栗
原
一
雄
君
畳
壇
〉

。
一
二
番
ハ
業
原
一
一
雄
君
〉
発
議
案
第
二
号
専
決
処
分
事
項
の
指
定
に
つ
い

て
提
案
理
由
を
御
説
明
白
申
し
上
げ
愛
す
.

地
方
自
治
法
第
百
八
十
条
第
一
項

K
‘
議
会
の
権
限
に
属
す
る
軽
易
念
事

慣
例

K
っ
き
、
畠
間
会
の
指
定
w
h

£
P
Eヌ
の
世
帯
決
処
分
断
札
委
ね
る
と
と
が
で
き
る

旨
規
定
さ
れ
て
h
g
h
F
ま
す
・

和
解
及
一
び
損
害
賠
償
億
一
額
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第
九
十
六

J

U

 

+ 

品
開
第
一
環
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
の
規
定
忙
よ

b
議
会
の
議
決
事
件
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
現
下
の
交
通
事
故
の
発
生
状
況
等

κか
ん
が
み
を
し

て
、
一
定
金
銀
以
下
の
損
害
賠
償
の
績
の
決
定
及
び
ζ

れ
K
伴
う
和
解
に
つ

い
て
地
方
自
治
法
第
百
八
十
条
第
一
環

K
よ
り
措
置
す
る
と
と
が
問
題
の
早

期
解
決
を
促
し
、
適
切
念
行
政
執
行
に
資
す
る
も
の
と
考
え
、
ゐ
手
も
と
K

配
付
の
と
れ
g
h
y
七
名
の
賛
成
者
を
得
て
本
業
を
提
出
い
た
し
た
次
第
で
あ
り

を

す

。

九

二

満
場
の
御
賛
同
を
賜
り
ま
す
主
ラ
ゐ
顕
い
い
た
し
ま
し
て
、
提
案
理
由
の

説
明
と
い
た
し
ま
す
。

O
議
長
〈
林
豊
君
V

説
明
は
終
わ
h
y
ま
し
た
・

御
質
疑
を
願
い
ま
す
。

御
質
袋
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
か

.
1
1
1
御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
.

、
主
宮
て
、
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
.

委

員

会

付

託

の

省

略

-87-

。
議
長
(
林
豊
君
)

h

x

務

P
い
た
し
ま
す
.

本
察
旅
つ
い
て
は
委
員
会
の
付
託
並
び
に
討
論
省
略
直
ち
舵
採
決
す
る
と

と
舵
御
異
議
4
e
h
y

ま
せ
ん
か
.

(
「
国
持
嘗
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長
《
林
長
倉
〉
御
異
議
な
し
と
寵
め
を
す
。

操

決

。
議
長
ハ
林
豊
君
〉

ζ

れ
よ
り
採
決
い
た
し
を
す
.

本
実
を
原
案

E
h匹、
b
y
可
決
す
る
と
と

K
御
異
議
長
e
h
v
愛
せ
ん
か
。

〈
「
異
議
念
じ
」
と
呼
ぶ
者
4
e
h
F
〉

，

唱に



。
議
長
(
林

-
a島
建
〉
御
異
一
聾
な
tu-と
留
め
ま
す
e

よ
っ
て
、
本
業
は
原
案
志
会
h
y
可
決
さ
れ
を
し
た
.

議

上一

乗

の

O
麓
島
民
(
林
豊
君
)
一
日
程
第
六
、
発
議
案
第
三
号
館
山
市
議
会
委
員
会
条

例
の
一
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

J

い
て
を
議
題
と
い
た
し
4
Z

す
6
-

議
案
の
朗
読
を
箇
聞
い
ま
「
す
。

〈
聾
諜
朗
読
V

O
語
圏
実
(
林
豊
君
)
腕
慨
は
終
わ
り
ま
し
た
。

議

案

の

内

容

観

明

0
・
長
(
林
釜
君
〉
提
出
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
@

(
一
二
番
掻
員
栗
原
一
一
雄
君
登
壇
)

O
一
二
番
(
栗
原
一
一
憲
君
)
発
議
案
第
三
号
館
山
布
醤
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て
提
案
理
由
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
語
会
の
常
任
委
員
会
の
所
管
事
演
に
つ
き
を
し
て
は
、
従
前
の
郁
課

設
置
条
例
に
基
づ
い
。
て
規
定
さ
れ
て
&
り
ま
す
が
、
市
の
機
構
改
革
舵
よ
h
y

g
課
設
置
条
例
が
廃
止
さ
れ
、
行
政
組
観
条
例
が
制
定
さ
れ
て
b
h
y
を
す
の

で
、
と
の
際
、
常
任
委
員
会
の
所
管
事
演
を
行
政
組
織
条
例

K
合
わ
せ
て
改

正
い
た
し
た
〈
、
会
手
も
と
w
R
配
付
の
と
お
・
9
七
名
の
賛
成
者
を
努
ま
し
て

本
案
を
提
出
い
た
し
た
次
第
で
あ
9
4
Z

す。

満
場
の
御
質
問
を
賜
り
ま
す
よ
う
念
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
提
案
理
由
の

説
明
と
い
え
し
ま
す
。

o-園
長
〈
林
豊
君
〉
説
明
は
終
り
を
し
た
。

御
質
疑
を
願
い
ま
す
.

h程

i』
h
i
l
l
-
-

ノ

E

曽

'
E

す
刊
号
、h

3 

御
質
疑
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
・

i
!
御
質
疑
念

L
と
留
め
ま
す
。

よ
ョ
て
‘
質
疑
を
終
結
い
た
し
愛
す
。

委

員

会

付

託

の

省

略

。
議
長
〈
林
豊
若
〉
会
務
・
り
い
た
し
ま
す
。

本
案
に
つ
い
て
は
委
員
会
の
付
託
並
び

K
付
輸
省
略
採
決
す
る
と
と
に
御

異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
・

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
4
e
h
y

〉

O
議
長
(
林
盆
君
〉
日
榔
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
.

擦

実

O
議
長
(
林
豊
君
〉
と
れ
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
案
を
原
案
ど
b
h
y
可
決
す
る
忙
御
異
種
あ
り
を
せ
ん
か
。

.
(
.
「
奏
曲
置
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〉

O
讃
長
〈
林
‘
.
豊
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
・

よ
ョ
て
、
本
案
は
原
案
ど
h
g
h
y

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
請
願
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書

の

上

程

O
議
長
(
林
豊
君
)
日
程
第
七
、
諦
願
第
二
号
館
山
駅
東
西
歩
道
構
早
期

患
設
K
関
す
る
諦
願
書
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
e

諦
一
願
書
の
蹟
視
を
願
h
4
Z

す。

ハ
鯖
願
書
朗
読
〉

O
議
長
(
林
豊
君
)
甥
醗
は
終
わ
り
ま
し
た
。

諦

頼

書

の

趣

旨

説

明

t 

JFV 

一



4 

P 

J 
、$

、d

O
蟻
E

R

(

林

め
を
す
。

量
君
〉

次
花
、
請
願
趣
旨
に
つ
い
て
紹
介
種
員
の
説
明
を
求

〈
二
七
番
議
員
石
井
正
君
登
壇
〉

O
二
七
番
(
石
井
正
君
〉
・
た
だ
い
ま
議
題
と
念
り
ま
し
た
請
願
第
二
号
館

山
駅
東
西
歩
道
標
の
早
期
建
設
w
私
闘
す
る
請
願
書

K
つ
き
を
し
て
紹
介
議
員

を
代
表
し
て
請
願
趣
旨
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
.

要
旨
K
っ
き
き
し
て
は
、
た
だ
い
ま
配
付
の
趣
意
書
W

作
曲
申
し
上
げ
た
と
-b

り
で
あ
り
ま
す
.

さ
て
、
館
山
市
は
観
光
都
市
と
し
て
広
〈
宣
伝
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
表
玄

関
で
あ
る
駅
前
広
場
の
立
地
は
、
海
w
h

岨
"
を
向
け
た
古
川
街
構
成
に
念
っ
て
h
g

p
、
加
え
て
駅
を
中
心
K
東
西
に
分
断
さ
れ
、
そ
の
両
機
能
は
完
全

K
妨
げ

ら
れ
、
海
の
館
山
の
イ
メ
ー
ジ
は
全
〈
失
わ
れ
て
h
g

り
ま
す
。

と
の
よ
う
念
状
態
の
ま
ま
で
放
置
し
て
会
〈
と
と
は
、
今
後
館
山
市
の
発

展
の
影
轡
就
も
お
ろ
ん
、
社
会
的
に
も
大
き
な
問
題
が
起
と
る
と
考
え
ら
れ

ず
み
や
か
に
と
の
善
後
策
を
購
ず
る
必
要
が
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

・
た
だ
い
ま
、
館
山
市
が
調
査
中
の
駅
前
周
辺
再
開
発
計
画
の
上
か
ら
も
、

一
を
た
市
民
が
熱
望
す
る
館
山
駅
東
西
歩
道
橋
の
早
期
実
現
は
必
要
念
も
の
と

考
え
ま
す
・

以
上
、
鯖
顧
趣
旨
に
つ
い
て
御
説
明
白
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
満
場
の
御
賛

同
に
よ
り
録
択
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
念
願
い
申
し
上
げ
を
す
。
以
上
。

O
語
圏
実
ハ
林
豊
君
)
以
上
で
-
説
明
は
終
わ
h
y
を
し
た
。

応

疑

質

答

。
議
長
(
林
盆
君
〉
御
発
曾
を
願
い
ま
す
。

。
一
番
〈
神
田
守
峰
君
)
紹
介
議
員
の
方
々
に
苦
千
台
伺
い
し
た
い
と
と
が

44
》

ー+

あ

-
P
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
は
東
西
歩
道
橋
の
早
期
建
設
の
と
の
諦
願
書
の
趣

旨
は
よ
〈
わ
か
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
現
実
的
K
ど
の
程
度
の
も
の
を
、
議

上
駅
、
横
断
橋
と
曾
っ
て
る
場
合
に
ど
の
程
度
の
も
の
を
と
と
で
は
考
え
ら

れ
て
い
る
の
か
、
そ
う
い
う
と
と

K
ヲ
い
て
。
そ
れ
か
ら
具
体
的
K
ど
と
の

都
A
H
K
、
そ
う
い
う
点
に
つ
い
て
は
と
と
の
中
で
明
ら
か

K
在
っ
て
い
ま
せ

ん
け
れ
ど
も
、
開
明
ら
か
に
な
っ
て
念
い
安
全
で
潤
願
念
ら
、
請
願
で
結
構
で

す
.
そ
の
へ
ん
ま
で
話
が
具
体
的
に
-
あ
れ
ば
そ
と
ら
の
説
明
が
少
し
ほ
し
い

と
い
う
と
と
で
あ
り
ま
す
。

O
二
七
番
〈
石
井
正
君
〉
た
だ
い
ま
、
を
だ
そ
う
い
う
細
か
い
と
&
ま
で

承
知
し
て
hKED-z
せ
ん
。

O
語
長
ハ
林
豊
君
〉
他
に
御
発
宵
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

i
t
御
発
曾
念

し
と
認
め
を
す
.

委

員

会

付

託

の

省

略

-89-

O
醸
長
(
林
曲
賞
君
)

h

g

務
り
い
た
し
を
す
。

本
請
願
書

K
つ
い
て
は
委
員
会
の
付
託
並
び
舵
酎
輸
省
略
直
ち
忙
採
決
す

る
と
と

K
御
車
両
識
あ
り
ま
ぜ
ん
か
。

-
m
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
y

〉

O
議
長
(
林
豊
君
)
御
異
議
念
し
と
留
め
を
す
e

様、

決

。
語
長
〈
林
曲
家
君
〉

ζ

れ
よ
h
y
採
決
い
た
し
ま
す
.

本
調
願
書
を
採
択
と
決
し
ま
す
と
と
に
御
異
睡
眠
あ
り
ま
せ
ん
か
。

J
A

「
圃
再
醤
念
し
」
と
呼
ぶ
者
4
e
h異
J
V

O
議
長
〈
林
豊
君
)
御
異
議
念
し
と
寵
め
ま
す
@

よ
っ
て
、



開

会

よ
合
て
、
本
輔
願
書
は
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
三
十
一
日
分
閉
会

O
議
長
(
林
曲
家
君
)
以
上
で
、
本
定
例
会

K
付
謹
さ
れ
告
示
し
た
案
件
は
す

ぺ
て
欝
了
さ
れ
を
し
た
。

よ
ヨ
て
、

ζ
れ

K
て
第
二
回
市
聾
会
定
例
会
を
閉
会
い
た
し
を
す
.

。
本
自
の
会
議

K
付
し
た
事
件

一
、
語
集
第
三
十
七
号
念
い
し
聾
集
第
四
十
二
号

一
、
韓
顧
第
一
号
及
び
楕
顧
第
二
号

一
、
日
程
追
加
・
発
議
案
第
一
号

一
、
発
議
集
第
二
号
及
び
発
議
案
第
一
一
一
号

宮子
F

地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
一
一
条
第
二
演
の
規
定
に
よ
歩
署
名
す
る
・

館
山
市
議
会
議
長

館
山
市
蕗
会
議
員

館
山
市
議
会
議
員

今
池
ベ

林福安、

猿湾

徳

量豊動願
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